
東
　
方
　
会

の

展
　
開
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水

井

ロ禾

【
要
約
】
　
本
稿
は
先
に
発
賑
し
た
「
東
方
会
の
成
立
」
　
（
『
史
林
』
第
六
一
巻
四
号
）
を
う
け
て
、
東
方
会
の
そ
の
後
の
展
開
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

東
方
会
は
、
　
「
満
州
事
変
」
を
機
に
既
成
政
党
を
離
れ
た
少
数
の
代
議
土
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
国
家
主
義
政
党
で
あ
る
が
、
日
中
戦
争
下
に
お
い
て
徐

々
に
大
衆
運
動
に
力
点
を
置
く
運
動
体
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
人
民
戦
線
事
件
後
の
二
ニ
ニ
年
間
に
み
ら
れ
た
無
産
運
動

家
の
流
入
と
い
う
現
象
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
流
入
に
よ
っ
て
東
方
会
の
組
織
は
複
雑
な
構
成
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
面
で
は
そ
の
大
衆
政
党
化
を

促
進
し
た
の
で
あ
る
。
解
体
状
況
に
あ
る
無
産
勢
力
の
吸
収
に
よ
っ
て
組
織
の
拡
大
強
化
を
は
か
る
と
い
う
戦
術
は
社
大
飯
と
の
合
同
工
作
に
お
い
て
そ

の
頂
点
に
達
す
る
。
本
稿
は
右
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
東
方
会
が
実
際
に
展
開
し
た
唯
一
の
大
衆
運
動
で
あ
る
、
排
英
…
親
枢
軸
外
交
政

策
の
確
立
や
「
南
進
断
行
」
を
政
府
に
要
求
し
た
一
連
の
排
外
運
動
（
一
九
三
九
－
四
一
年
）
の
推
移
と
役
翻
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
二
巻
一
号
　
一
九
七
九
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
東
方
会
の
成
立
」
（
『
史
林
』
六
一
巻
四
号
）
の
あ
と
を
承
け
て
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
一
民
間
右
翼
政
党
の

動
向
を
追
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
方
会
は
、
そ
の
結
成
時
に
お
け
る
指
導
的
メ
ン
バ
1
の
多
く
が
二
〇
年
代
に
は
憲
政
会
－
民
政
党
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

属
し
、
政
治
思
想
的
に
は
い
ち
お
う
畏
本
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
他
に
み
ら
れ
ぬ
特
徴
が
あ
っ
た
。
前
稿
で
は
こ
れ
ら
の
メ

ン
バ
ー
が
い
か
に
し
て
畏
政
党
を
離
脱
し
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
自
ら
東
方
会
な
る
小
政
党
を
組
織
す
る
ま
で
に
い
た
っ
た
の
か
と

い
う
、
東
方
会
の
成
立
過
程
を
と
り
あ
げ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
後
の
運
動
の
展
開
を
テ
ー
マ
に
、
日
中
戦
争
が
本
格
化
し
て
か
ら
日
米
開
戦



東方会の展関（永井）

に
い
た
る
ほ
ぼ
五
年
聞
一
東
方
会
の
運
動
は
こ
の
時
に
そ
の
最
盛
期
に
達
す
る
一
に
お
け
る
東
方
会
の
組
織
と
運
動
の
実
態
を
さ
ら
に
詳

し
く
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
こ
の
時
期
、
組
織
面
で
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
闇
題
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
嘱
無
産
運
動
関
係
者
の
流
入
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

現
象
は
、
東
方
会
が
解
体
状
況
に
あ
る
無
産
組
織
の
吸
収
を
党
勢
拡
大
の
た
め
の
一
戦
術
と
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
逆
に
こ
れ
ら
旧

無
産
勢
力
の
流
入
に
よ
っ
て
、
戦
前
無
産
運
動
の
解
体
期
に
特
有
の
諸
様
相
が
東
方
会
と
い
う
舞
台
を
か
り
て
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
民
本
主
義
↓
国
家
社
会
主
義
と
い
う
東
方
会
の
主
線
に
共
産
主
義
・
社
会
民
主
主
義
↓
国
家
社
会
主
義
と
い
う
副
線
が
交
錯

し
、
ひ
と
つ
の
ア
マ
ル
ガ
ム
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
し
く
考
察
を
加
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
運
動
面
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
一
九
三
九
一
四
一
年
に
展
開
さ
れ
た
対
外
硬
運
動
を
と
り
あ
げ
た
。
な
ぜ
な
ら
東
方
会
の
運
動
の
な
か
で
、

現
実
の
政
治
過
程
に
何
ら
か
の
影
響
を
実
際
に
及
ぼ
し
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
対
外
硬
運
動
以
外
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
党
議
・
制
服
、
軍
隊
式
訓
練
、
デ
モ
行
進
、
大
衆
集
会
、
煽
動
的
演
説
、
ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
大
量
配
布
と
い
っ
た
方
法
に
こ
そ

三
〇
年
代
的
な
新
し
さ
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
意
味
で
は
東
方
会
の
運
動
は
伝
統
的
対
外
硬
運
動
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

も
い
え
る
の
で
あ
る
。
束
方
会
を
も
含
め
た
三
〇
年
代
民
間
右
翼
の
手
に
な
る
合
法
的
大
衆
運
動
と
い
え
ば
、
農
村
救
済
請
願
運
動
等
を
除
け

ば
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
広
義
の
国
体
明
徴
運
動
と
対
外
硬
運
動
と
の
二
方
向
に
帰
着
す
る
が
、
時
期
的
な
関
連
も
あ
っ
て
か
、
東
方
会
が
最
も
力

を
入
れ
た
の
は
後
者
と
く
に
対
英
米
強
硬
外
交
を
要
求
す
る
運
動
で
あ
り
、
前
者
に
は
さ
ほ
ど
の
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
東
方
会

運
動
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
み
な
し
て
よ
い
。

　
本
稿
と
ほ
ぼ
同
じ
対
象
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
す
で
に
有
馬
学
童
が
発
表
し
た
「
東
方
会
の
組
織
と
政
策
－
社
会
大
衆
党
と
の
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

問
題
の
周
辺
1
」
が
あ
る
。
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
同
論
文
の
主
意
は
、
社
会
大
衆
党
と
の
合
同
聞
題
発
生
の
背
景
に
あ
る
東
方
会
の
特
異

性
、
す
な
わ
ち
労
働
・
農
民
運
動
へ
の
介
入
志
向
や
旧
無
産
運
動
関
係
者
の
流
入
と
そ
の
指
導
に
よ
る
戦
時
体
綱
下
で
の
農
民
運
動
の
展
開
と

い
っ
た
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
特
異
性
に
注
目
し
、
東
方
会
に
旧
無
産
運
動
関
係
老
が
多
数
関
係
し
て
い
る
事
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鼻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

実
を
指
摘
し
て
関
係
者
の
リ
ス
ト
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
問
論
文
の
功
績
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
同
論
文
は

『
特
高
月
報
』
を
は
じ
め
と
す
る
官
憲
資
料
と
棄
盛
会
機
関
誌
『
東
大
陸
』
と
を
中
心
に
基
本
的
史
料
の
提
示
と
そ
の
要
領
の
よ
い
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
と
い
っ
た
性
格
が
強
く
、
史
料
の
総
合
と
い
う
点
で
は
や
や
迫
力
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。
と
く
に
旧
無
産
運
動
関
係
者
が
流
入
し
て

く
る
経
緯
や
合
同
問
題
浮
上
に
い
た
る
ま
で
の
両
党
の
「
接
近
」
ぶ
り
な
ど
に
つ
い
て
は
も
っ
と
立
ち
入
っ
た
分
析
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
か
、
合
同
工
作
失
敗
後
の
、
つ
ま
り
東
方
会
の
党
勢
が
最
大
に
達
す
る
時
期
の
運
動
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
は
予
め
叙
述
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
中
野
正
剛
等
の
民
政
党
時
代
か
ら
東
方
会
の
動
向
を
追
っ
て
き
た
筆
者
と
し
て
は
、
多
く

の
点
で
見
解
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
右
の
点
で
有
馬
論
文
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
前
書
と
同
様
、
本
稿
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
昭
禰
五
一
年
度
修
土
論
文
を
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
潔
し
て
お

き
た
い
。

①
　
九
州
大
学
文
学
部
『
史
淵
』
一
一
四
号
。

②
　
な
お
、
東
方
会
内
の
旧
左
翼
を
本
格
的
に
取
り
あ
げ
た
論
文
と
し
て
は
、
岩
村

　
登
志
夫
「
戦
時
体
制
下
の
農
民
運
動
一
兵
庫
県
農
民
連
盟
の
成
立
1
」
　
（
尼
碕
市

　
立
地
域
研
究
史
料
館
『
地
域
史
研
究
』
第
六
巻
第
三
号
　
以
下
六
－
三
と
略
す
）

　
が
あ
る
。
燈
富
な
聞
き
霞
き
を
も
と
に
対
象
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
り
、
敦
え
ら

　
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

③
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
有
馬
論
文
で
は
東
方
会
の
成
立
過
程
は
略
述
さ
れ

　
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
有
馬
氏
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
に
関

　
し
て
は
、
同
論
文
は
伊
藤
隆
「
『
挙
国
一
致
隠
内
閣
期
の
政
界
再
編
問
題
⇔
」
（
『
社

会
科
学
研
究
』
二
七
－
二
）
を
前
提
と
し
て
い
る
。
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噺
　
策
方
会
と
旧
左
翼

　
G
D
　
無
産
運
動
よ
り
の
流
入

　
東
方
会
を
創
り
、
そ
の
指
導
部
を
形
成
し
て
い
た
の
は
民
政
党
↓
国
民
同
盟
↓
東
方
会
と
、
終
始
、
中
野
正
剛
と
行
を
共
に
し
て
き
た
代
議

士
た
ち
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
人
々
で
あ
っ
た
。
綱
領
・
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
東
方
会
の
基
本
路
線
を
定
め
た
の
は
、
こ
れ
ら
創
立
以
来
の
中

心
メ
ン
バ
ー
（
中
野
正
剛
・
杉
浦
武
雄
・
由
谷
義
治
・
三
浦
虎
雄
・
田
中
養
達
・
渡
辺
泰
邦
・
大
石
大
・
木
村
武
雄
・
三
田
村
武
夫
等
々
）
で



來方会の展開（永井）

あ
っ
た
。
い
ま
至
り
に
こ
れ
ら
の
人
々
を
A
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
東
方
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
あ
き
ら
か
に
こ
れ
と
は
出
自
を
異

に
す
る
グ
ル
…
プ
膝
B
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
三
九
i
四
〇
年
に
か
け
て
同
会
に
流
入
し
て
き
た
旧
無
産
運
動
活
動
家
た

ち
で
あ
る
。
東
方
会
の
運
動
の
流
れ
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
B
グ
ル
ー
プ
は
副
次
的
な
構
成
要
素
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
無
視

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
東
方
会
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
は
し
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
三
八
・
三
九
年
頃
よ
り
党
員
数
・
支
部
数
の
増
大
、
大

都
市
域
へ
の
進
出
な
ど
、
一
定
の
変
化
が
東
方
会
の
組
織
に
生
ず
る
が
、
こ
の
変
化
と
B
グ
ル
㌧
フ
の
流
入
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
前
も
っ
て
い
う
と
、
彼
等
の
流
入
は
な
に
よ
り
も
東
方
会
の
組
織
拡
大
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
本
部
の
中
堅
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

や
地
方
支
部
の
指
導
者
と
な
り
、
東
方
会
の
主
張
に
純
粋
に
共
鳴
し
て
運
動
に
加
わ
っ
て
き
た
よ
り
若
い
世
代
（
－
C
グ
ル
ー
プ
）
と
と
も
に

同
会
の
運
動
・
組
織
の
実
務
担
当
潜
と
し
て
日
常
的
組
織
活
動
を
実
体
的
に
支
え
、
そ
の
拡
大
に
貢
献
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ご
く
大
雑
把
な
分
類
を
お
こ
な
う
と
、
B
グ
ル
ー
プ
は
旧
全
国
農
民
組
合
系
を
中
心
と
し
た
農
民
運
動
関
係
老
と
大
都
市
域
の
労
働
運
動
・

市
民
運
動
関
係
者
と
の
工
系
列
に
分
け
ら
れ
る
。
潮
型
の
例
と
し
て
は
、
ム
旧
全
農
系
－
山
名
正
実
（
北
海
道
県
連
）
　
淡
谷
悠
蔵
（
青
森
）

稲
村
隆
一
・
野
口
伝
兵
衛
・
石
田
宥
全
・
秋
出
亮
（
以
上
新
潟
）
　
田
中
義
男
（
京
都
）
　
田
辺
納
・
荻
田
甚
（
以
上
大
阪
）
　
長
尾
有
・
羽

原
正
一
・
古
森
茂
（
以
上
兵
庫
）
　
大
森
真
一
郎
（
千
葉
）
　
血
管
臼
本
農
民
組
合
総
同
盟
系
－
古
沢
斐
（
秋
田
）
　
佐
藤
吉
熊
（
東
京
）

ム
旧
日
本
農
民
組
合
（
皇
道
会
）
一
華
手
量
人
（
福
岡
）
が
あ
り
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
《
旧
社
会
大
衆
党
系
一
吉
川
末
次
郎
・
岩
内
善
作

・
山
森
庄
二
郎
・
植
田
重
義
・
的
場
茂
（
以
上
菓
京
）
　
篠
原
長
吉
（
栃
木
）
　
白
川
錫
務
（
神
奈
川
）
　
堂
本
為
広
・
三
浦
愛
二
・
沢
井
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

松
（
以
上
福
岡
）
　
《
旧
全
国
労
働
組
合
系
一
金
井
芳
次
・
田
熊
静
（
以
上
神
奈
川
）
　
《
そ
の
他
一
宮
崎
龍
介
　
島
中
雄
三
　
当
山
清
（
旧

逓
友
同
志
会
）
井
淵
清
行
（
旧
葉
交
労
組
）
が
あ
げ
ら
れ
如

　
活
動
家
の
多
く
は
殆
ど
の
受
寄
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
地
域
的
な
大
衆
組
織
と
の
つ
な
が
り
を
保
持
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
流
入

は
東
方
会
の
組
織
拡
大
に
刺
激
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
三
八
年
一
一
月
半
築
造
内
部
文
書
は
門
（
最
近
）
或
は
個
人

と
し
て
、
或
は
団
体
と
し
て
東
方
会
に
共
鳴
す
る
も
の
の
次
第
に
多
き
を
加
え
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
「
独
り
我
が
東
方
会
は
飛
躍
的
発
展
で
あ
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表1　東方会党員の府県別分布（上位10位のみ）

1937 ユ938 1939 1940 1941

1

2

3
…
4
～
5
一
6
〔
7

8

9

10

曇
口

員
数

党
総

ノ
0

α
！
）

　
　
6

　
　
9

　
　
3

（

日女ゴ
尊

瀬
序

人
）

　　　　

L
山　形

2，100　20．9

青森
1，500　14．9

愛　知

1，200　12．0

ネ申奈刀l

seo　s．o

宮　城

222　2．2

広　島

200　2．0

宮　崎

　4

10，037　100

1e，e37

福　岡

　　人　　％
4，200　40．8

駅路
1，500　14．6

○神奈川

　1，250　12．1

愛　知

1，200　11．7

○東　京

　560　5．4

○京　都

　499　4．8

岩　手

40e　3．9

宮　城

392　3．8

・○新潟

　255　2．5

栃木
　40　e．4

10，296　100

10，296

福　岡

　　人　　％
16，827　66．9

○東　京

　1，913　7．6

○神奈川

　1，7el　6．8

○兵庫
　工，100　　　　4，4

山　形

823　3．3

○京都
　564　2．2

愛　媛

512　2．0

静　岡

413　1．6

○新　潟

　402　1．6

鹿児島

　300　1．2

24，555　97．7

25，145

福　岡

　　人　　％
15，030　　　48ユ

○東　京

　3，742　12．0

○兵　庫

　2，000　6．4

千葉
1，870　6．0

本部直属

1，700　5．4

○京　都

　1，104　3．5

愛　知

1，00e　3．2

○大　阪

　730　2．3

○新　潟

　710　2．3

滋　賀

700　2．2

28，586　91．4

31，265

福　岡

　　人　　　％
8，837　34．6

○東　京

　3，375　13．2

○兵　庫

　2，182　8，5

千　葉

1，544　6．0

○神奈ノ【1

　1，169　4．6

熊　本

　92Z　3．6

○新　潟

　788　3．1

○京　都

　690　2．7

群　馬

605　2．4

愛　媛

　525　P“，1

20，636　80．8

25，547

・内務省警保局『社会運動の状況』各年版より作製

・いずれも各年末の数字

蝶・左側囎・撒欄・讐縢鍍数・…
・＊は東方会高知支部ではなく，傘下団体土佐玉葱総組合の組合員数

・○印は旧左翼の流入が多数みられる府県

le2　（le2）



：東方会の展開（永井）

　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
」
と
誇
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
B
グ
ル
ー
プ
の
流
入
を
さ
し
て
い
る
の
は
ま
ず
ま
ち
が
い
が
な
い
。
数
字
を
あ
げ
て
こ
の
点
を
も
う
少
し
は

っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。
表
1
は
内
務
省
警
保
局
の
調
査
を
も
と
に
、
党
員
の
府
県
別
分
布
を
調
べ
、
そ
の
う
ち
上
位
1
0
位
を
記
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
。
内
務
省
の
数
台
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る
も
の
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
全
般
的
傾
向
を
う
ら
な
う
材
料
と
し
て
は
一
定
の
有
効
性
を
も

ち
う
る
と
考
え
る
。

　
旧
左
翼
の
流
入
が
み
ら
れ
た
府
県
に
は
○
印
を
付
け
て
お
い
た
。
ち
な
み
に
東
京
、
京
都
の
両
支
部
連
合
会
会
長
お
よ
び
神
奈
川
県
支
部
支

部
長
は
そ
れ
ぞ
れ
宮
崎
龍
介
、
田
中
義
男
、
金
井
芳
次
で
あ
っ
た
し
、
兵
庫
、
新
潟
各
支
部
の
幹
事
長
は
長
尾
有
と
稲
村
隆
一
で
あ
っ
た
。
B

グ
ル
ー
プ
の
流
入
の
は
じ
ま
っ
た
三
八
年
以
降
、
上
位
1
0
位
の
約
半
数
が
○
印
付
き
で
あ
る
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
表
1
が

何
よ
り
も
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
の
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
福
岡
の
優
位
で
あ
り
、
東
方
会
が
中
野
党
に
す
ぎ
な
い
（
福
岡
は
彼
の
選
挙
区
の
あ

る
県
）
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
揚
合
で
も
、
同
県
の
党
員
の
約
4
分
の
一
に
あ
た
る
約
四
千
名
余
り
が
実
は
稲
富
稜
人
の
率
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
旧
主
本
農
民
組
合
九
州
同
盟
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
問
題
は
○
印
付
き
の
府
県
に
お
い
て
実
際
に
ど
の
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

度
の
比
重
を
旧
左
翼
が
し
め
て
い
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
は
っ
き
り
と
し
た
数
字
を
示
し
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
○

印
付
き
の
府
県
で
も
全
て
の
党
員
が
旧
左
翼
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
彼
等
は
本
来
の
東
方
会
メ
ン
バ
ー
と
併
存
・
協
働
し
つ
つ
、
全
体
と
し

て
の
地
方
支
部
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
東
方
会
本
部
の
指
導
層
に
お
い
て
B
グ
ル
ー
プ
が
し
め
て
い
た
比
重
を
間
接
的
に
測
定
し
て
み
た
い
。
表
2
は
中
央
諸
機
関
の
役
員
を

前
述
の
A
・
B
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
、
そ
の
他
の
三
つ
に
ふ
る
い
わ
け
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
に
よ
り
機
関
の
名
称
と
役
割
に
異
同
が
あ
る
た
め

に
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
い
ち
お
う
幹
事
長
が
総
裁
に
つ
ぎ
、
評
議
員
・
総
務
は
審
議
権
を
も
つ
上
級
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
初

期
の
頃
を
除
く
と
、
実
際
に
党
執
行
部
と
し
て
下
部
を
指
導
し
て
い
た
の
は
幹
事
長
・
専
門
部
長
で
あ
り
、
彼
等
と
そ
の
下
で
党
運
営
の
実
務

を
担
当
す
る
常
任
幹
事
・
幹
事
・
専
門
部
員
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
東
方
会
の
組
織
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て

B
グ
ル
ー
。
フ
が
か
な
り
の
比
重
を
し
め
て
い
た
こ
と
を
表
2
は
よ
く
示
し
て
い
る
。
最
初
党
運
営
に
直
接
タ
ッ
チ
し
て
い
た
A
グ
ル
ー
プ
は
、
103　（le3）



先
に
列
挙
し
た
全
農
活
動
家
は
、
大
部
分
が
、
人
民
戦
線
事
件
後
の
全
農
の
解
体
に
際
し
、
社
大
党
系
の
大
日
本
農
民
組
合
の
結
成
に
反
発

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
B
グ
ル
ー
プ
の
流
入
が
こ
の
変
化
を
ひ
き
お
こ
す
一
契
機
と
な
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
②
　
全
農
ゲ
ル
ー
プ
と
稲
村
隆
一

　
次
に
B
グ
ル
ー
プ
の
流
入
の
経
緯
を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
た
い
が
、
す
べ
て
の
メ
ン
バ
…
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

も
無
意
味
な
の
で
、
量
的
に
は
い
ち
ば
ん
多
数
を
し
め
る
旧
全
国
農
民
組
合
の
活
動
家
に
対
象
を
限
定
し
た
い
。

し
て

幹
事
長
・
組
織
宣
伝
部
長
・
政
務
調
査
部
長
な
ど
の
要
職
は
保
持
し
つ
つ
も
、
徐
々
に
第
一
線
を
退
き
、
実
務
部
門
を
B
や
若
手
の
C
グ
ル
ー

プ
に
譲
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
に
は
議
員
政
党
↓
大
衆
政
党
と
い
う
東
方
会
の
体
質
そ
の
も
の
の
変
化
が
対
応
し
て
い
る
と

　衷2：東方会本部役員の構成

〈1　1937年5月全体会議決定〉

Aグループ　　Bグループ　　その他

幹場長

幹　　事

専門部長

専門部員

1

6

12（注1）

9

o

o

e

e

o

o

o

e

注1112名中1名は幹事を兼任，2名は同一人物の兼任である。
実数は11名

〈2　1939年5月全体会議決定〉

A B その他

幹購長

幹　　事

評議員

専門部長

専門部員

1（注1）

3（注2）

16

6（注3）

o

o

2

o

7（注4） 22（注5）

o

o

3

o

21（注6）

注1＝幹事長の決定は’40年5月の全国大会でなされた。

注21幹都3名は全員評議員を兼任，さらにうち2名は専門部

　　長をも兼任
注31専門部長6名中5名が評議員を兼任
注4＝専門部員7名には兼任するもの1名があり，実数は6名
薬51　岡　22名には兼任するもの5名があり，実数は17名
臣6：　同　　21名には兼任するもの2名あり，実数は19名

〈3　1941年5月臨晴全国大会決定〉

A そ　の他

幹審長

齢　　務

参　　与

常任幹宴

幹　　事

専門部長

1

30

6

4　（注1）

4

2

o

1

o

6（注2）

10

3

o

o

4

8

31

1

注1　：常任幹苅羊4名中2名｝ま総務と専摂｝部長を勇食任

注2：常任幹事6名中2名は専門部長を兼任

　　内務省警保局r特高月報』各版より作製
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東方会の展開（永井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
、
こ
れ
に
加
入
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
加
入
し
て
も
直
ち
に
脱
退
し
て
し
ま
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
所
属
の
農
民

組
合
を
も
と
に
地
方
単
独
組
合
（
青
森
県
勤
労
農
民
組
合
・
新
潟
県
農
民
連
盟
・
京
都
愛
国
農
艮
連
盟
・
大
阪
協
同
農
民
連
盟
・
兵
庫
県
農
民

連
盟
等
々
）
を
結
成
し
た
彼
等
は
全
国
的
に
は
、
先
に
新
潟
の
稲
村
隆
一
が
右
翼
農
本
主
義
者
や
東
方
会
系
農
民
組
織
（
山
形
県
農
民
同
盤
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

土
佐
農
畏
総
組
合
）
と
と
も
に
結
成
し
て
い
た
日
本
農
民
連
盟
に
加
盟
し
た
。
こ
の
B
農
連
は
公
式
的
に
は
支
持
政
党
ナ
シ
で
あ
っ
た
が
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

左
翼
系
幹
部
の
多
く
が
東
方
会
へ
も
加
入
し
た
関
係
か
ら
、
か
な
り
の
部
分
が
実
質
的
に
は
東
方
会
の
系
列
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
一
九
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

年
末
の
段
階
で
は
こ
れ
ら
東
方
会
系
の
農
民
組
織
は
右
翼
系
も
含
め
て
組
合
員
総
数
約
一
万
数
千
程
度
で
あ
っ
た
。

　
全
農
の
解
体
を
も
っ
て
戦
前
の
左
翼
農
民
運
動
は
終
焉
を
む
か
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
残
党
は
社
大
嶺
支
持
の
大
日
農
と
東
方
曝
書
の

日
農
連
と
の
二
系
列
に
分
裂
し
た
。
爾
者
の
分
岐
点
と
な
っ
た
の
は
直
接
に
は
社
大
喪
支
持
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ

ば
、
　
人
民
戦
線
事
件
後
の
農
民
運
動
の
基
本
的
な
展
望
－
従
来
の
小
作
中
心
の
運
動
方
針
や
、
　
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
政
治
方
針
を
放
棄
し
、

「
銃
後
農
業
生
産
力
の
拡
充
」
と
「
農
民
生
活
の
安
定
」
と
を
目
標
と
す
る
「
勤
労
農
民
全
体
の
運
動
」
へ
の
転
換
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
は
や
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
考
え
る
点
で
は
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
意
見
の
相
異
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
新
方

針
を
具
体
化
す
る
場
合
に
、
農
民
組
織
の
再
編
成
を
い
か
に
行
な
う
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
全
農
内
に
異
論
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
は
農
民
運
動
に
た
い
す
る
社
大
喜
の
指
導
室
の
強
化
を
望
み
、
他
方
は
「
今
更
社
大
面
支
持
を
決
定
す
る
必
要
な
し
。
む
し
ろ
従
来
通
り

の
余
裕
あ
る
方
針
を
も
っ
て
大
衆
的
基
礎
を
有
す
る
最
右
翼
の
農
民
団
体
を
も
包
含
し
得
る
よ
う
に
し
て
置
い
た
方
が
よ
い
」
と
こ
れ
に
反
対

　
　
　
　
　
　
⑫

し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
対
立
は
決
し
て
こ
と
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
そ
の
根
は
日
本
畏
民
組
合
の
第
二
次
分
裂
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
左
翼
農
民
戦
線
が
最
後
の
敗
走
を
強
い
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
土
壇
場
に
な
っ
て
、
過
去
の
確
執
関
係

が
形
を
変
え
て
表
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
と
こ
ろ
で
人
民
戦
線
事
件
に
先
立
つ
二
二
二
年
間
、
内
部
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
も
全
農
の
統
一
は
い
ち
お
う
維
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時

期
の
全
農
指
滋
部
は
㈲
黒
田
寿
男
・
岡
田
宗
司
・
大
西
俊
夫
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
労
農
派
　
㈲
旧
全
日
本
農
民
組
合
系
の
社
大
党
直
系
派
　
㈲
そ
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⑭

の
他
旧
労
農
党
系
や
旧
全
農
全
国
会
議
派
　
こ
の
三
系
統
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
日
農
連
に
走
っ
た
の
は
㈹
に
属
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
私

見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
全
農
を
政
治
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
は
㈲
系
統
で
あ
り
、
そ
の
人
民
戦
線
的
な
方
針
が
全
農
の
統
一
維
持
を
保
証

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
治
戦
線
強
化
の
建
前
か
ら
組
合
運
動
に
差
支
え
な
き
限
り
社
大
度
に
加
入
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
と
」
と
い
う
方
針
は
、
社
大
党
と
の
提
携
強
化
に
つ
な
が
る
限
り
、
㈲
系
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
う
け
た
に
ち
が
い
な
く
、
ま
た
祉
大
声
非

支
持
派
も
そ
の
人
民
戦
線
的
発
想
ゆ
え
に
こ
れ
を
受
け
い
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
㈲
は
㈲
と
㈹
と
を
媒
介
す
る
位
置
に

い
た
わ
げ
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
人
民
戦
線
事
件
で
㈱
が
弾
圧
の
主
要
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
勢
力
が
全
農
か
ら
一
驚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と
、
そ

の
方
針
を
継
承
す
る
者
が
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
全
農
の
統
一
が
く
ず
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
だ
と
さ
え
い
え
よ
う
。
祉
大
旱

直
系
派
は
こ
の
混
乱
に
乗
じ
て
念
願
の
全
農
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
奪
取
を
達
成
し
よ
う
と
し
、
反
社
大
藩
系
の
一
部
は
こ
れ
に
反
対
し
て
全
濃
の

伝
統
た
る
政
党
支
持
の
自
由
を
そ
の
ま
ま
右
方
向
に
大
幅
に
偏
ら
せ
る
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
前
者
は
強
引
に
大
日
農
の
結
成
を
推
進

し
、
新
組
舎
を
党
農
村
委
員
会
の
全
面
的
な
統
制
の
も
と
に
お
こ
う
と
し
た
。
そ
の
際
か
つ
て
全
農
全
会
派
に
属
し
て
い
た
兵
庫
県
連
な
ど
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

識
的
に
切
り
捨
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
態
度
は
反
社
大
覚
の
反
発
を
か
い
、
不
満
分
子
を
日
農
連
へ
と
赴
か
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
左
翼
的
農
民
運
動
の
存
続
が
も
は
や
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
人
民
戦
線
事
件
は
明
ら
か
に
し
た
。
か
か
る
状

況
下
で
大
衆
組
織
の
温
存
を
願
い
、
官
憲
の
弾
圧
目
標
と
な
る
こ
と
な
く
、
大
衆
の
日
常
的
生
活
利
益
擁
護
の
運
動
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

道
は
た
だ
ひ
と
つ
、
自
ら
積
極
的
に
右
翼
転
向
・
戦
争
協
力
の
態
度
を
明
確
に
す
る
ほ
か
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
社
大
黒
の
下
風
に
た
つ
よ
り
も
、

い
っ
そ
右
翼
組
織
そ
の
も
の
に
潜
り
込
む
ほ
う
が
安
全
で
あ
る
う
え
、
有
利
で
あ
る
一
お
そ
ら
く
こ
れ
が
全
農
か
ら
日
農
連
・
東
方
会
へ
と
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

じ
た
活
動
家
た
ち
に
共
通
の
判
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
判
断
に
則
っ
て
右
翼
転
向
を
と
げ
た
彼
等
は
、
有
馬
氏
の
表
現
を
か
り
る
な

ら
ば
「
農
民
大
衆
の
生
活
実
感
に
密
着
し
た
要
求
を
戦
争
体
制
推
進
の
た
め
の
農
業
生
産
力
の
拡
大
と
い
う
国
家
的
課
題
へ
結
合
す
る
論
理
」

を
用
い
て
「
全
農
の
階
級
的
要
求
と
し
て
実
現
し
て
き
た
も
の
を
『
圏
民
的
』
要
求
へ
と
」
衣
が
え
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
要
求
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

存
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
よ
う
な
判
断
を
そ
の
消
極
面
と
す
る
な
ら
ば
、
逆
に
右
翼
転
向
の
う
ち
に
積
極
的
意
義
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を
求
め
る
考
え
が
表
裏
一
体
を
な
す
よ
う
に
し
て
こ
れ
に
付
随
し
て
い
た
。
　
そ
れ
は
「
日
本
の
農
業
改
革
は
今
や
千
載
一
遇
の
秋
に
在
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
野
口
伝
兵
衛
）
と
い
う
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
争
期
を
も
っ
て
地
主
制
解
消
の
絶
好
の
機
会
と
し
て
把
え
、
国
家
権
力
に
よ
る
上
か

ら
の
農
地
改
革
断
行
に
期
待
を
つ
な
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
全
農
グ
ル
ー
プ
の
戦
争
期
の
活
動
は
、
い
わ
ば
こ
の
工
つ
の
澗
断
が
交
錯

し
あ
う
領
域
に
成
立
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
旧
全
農
の
活
動
家
が
他
の
右
翼
を
選
ば
ず
に
、
数
な
ら
ぬ
東
方
会
に
流
入
先
を
求
め
た
の
に
は
そ
れ
相
応
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
東
方
野

壷
の
条
件
と
し
て
は
、
大
衆
組
織
の
獲
得
に
熱
心
で
あ
り
、
　
「
農
村
問
題
解
決
協
同
運
動
」
な
る
農
民
運
動
の
真
似
事
に
も
手
を
染
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
や
概
し
て
旧
左
翼
に
寛
容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
重
要
な
の
は
東
方
会
と
彼
等
と
を
結
び
つ
け
た
人
物

で
あ
る
、
稲
村
隆
一
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
稲
村
に
つ
い
て
詳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
稲
村
と
は
対
照

的
に
、
全
農
内
最
左
派
に
属
し
て
い
た
長
尾
有
・
羽
原
正
一
等
の
兵
庫
県
連
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
一
言
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
す
で
に
岩
村
登
志
夫
琉
の
手
に
な
る
詳
細
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
県
連
は
神
戸
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

全
評
支
部
と
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
統
一
戦
線
を
結
成
し
た
こ
と
が
あ
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
新
戦
術
を
か
な
り
良
く
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
彼
ら
の

目
農
連
加
盟
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
報
告
に
示
唆
を
う
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
岩
村
氏
の
推
測
で
あ
る
。

そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
行
動
は
少
な
く
と
も
当
初
の
段
階
で
は
擬
装
転
向
を
め
ざ
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ひ
と
た
び
東
方
会
・
日
遺
文
に
加
盟
し
て
し
ま
え
ば
、
東
方
会
に
入
っ
て
大
衆
運
動
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
、
彼
等
が
左
翼
時
代

か
ら
う
け
つ
い
だ
急
進
性
や
運
動
能
力
と
あ
い
ま
っ
て
、
か
え
っ
て
彼
等
を
し
て
東
方
会
の
積
極
分
子
た
ら
し
め
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
た
め
、

彼
等
は
一
般
の
党
員
よ
り
も
は
る
か
に
深
く
運
動
に
関
与
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
実
際
、
東
方
会
が
壊
滅
す
る
ま
で
積
極
的
な
賭
弓
活
動
を

持
続
し
え
た
数
少
な
い
支
部
の
ひ
と
つ
に
こ
の
兵
庫
グ
ル
ー
プ
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
ま
ま
で
く
れ
ば
ど
こ
ま
で
が
擬
装
で
、
ど
こ

か
ら
が
そ
う
で
な
い
か
、
お
そ
ら
く
当
事
者
に
す
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
官
憲
は
あ
く
ま
で
も
彼
等
に
た
い
す
る
疑
い
を

す
て
な
か
っ
た
。
一
九
四
三
年
一
〇
月
の
東
方
会
一
斉
検
挙
の
際
、
兵
庫
グ
ル
ー
プ
に
も
弾
圧
の
手
が
の
び
た
が
、
彼
等
を
前
々
か
ら
マ
ー
ク
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⑫

し
て
い
た
妾
局
側
は
彼
等
だ
け
を
他
の
検
挙
者
と
切
り
離
し
て
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
に
き
り
か
え
、
長
期
拘
留
で
苦
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
稲
村
は
早
稲
田
の
建
設
者
同
盟
の
一
員
で
、
早
く
か
ら
新
潟
の
農
民
運
動
に
従
事
し
、
日
農
照
葉
同
盟
書
記
、
日
農
総
本
部
中
央
常

任
委
員
を
つ
と
め
た
文
字
ど
お
り
古
参
の
組
合
活
動
家
で
あ
っ
た
。
第
一
次
共
産
党
に
関
係
し
た
あ
と
、
二
七
年
前
後
に
再
度
共
産
党
に
入
党

し
た
が
、
三
・
一
五
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
。
未
曽
有
の
弾
圧
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
稲
村
は
獄
中
に
お
い
て
転
向
し
、
合
法
農
民
運
動
か
ら
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

産
党
勢
力
を
一
掃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
解
党
派
と
し
て
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
。
以
後
彼
は
共
産
主
義
↓
社
会

民
主
主
義
↓
国
家
社
会
主
義
と
い
う
コ
ー
ス
を
な
し
崩
し
的
に
進
ん
で
い
く
が
、
ま
ず
は
じ
め
に
全
農
新
潟
県
連
か
ら
共
産
党
勢
力
を
排
除
す

る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
こ
れ
に
成
功
し
た
あ
と
は
全
国
大
衆
党
の
田
所
輝
明
・
三
宅
正
一
と
組
ん
で
全
農
中
央
か
ら
彼
等
を
追
放
す
る
工
作
を

　
　
　
⑳

担
当
し
た
。
ま
た
反
共
産
党
の
立
場
か
ら
合
法
無
産
政
党
の
大
同
園
結
に
奔
走
し
、
新
労
農
党
の
設
立
、
同
党
と
全
盤
党
と
の
合
同
に
カ
を
尽

　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
満
州
事
変
」
を
契
機
に
、
稲
村
の
右
傾
化
は
社
会
民
主
主
義
の
線
を
も
越
え
て
進
ん
で
い
っ
た
。
全
農
第
五
回
大
会
（
一
九
一
一
三
年
三
月
）

に
彼
が
提
出
し
た
新
運
動
方
針
案
は
き
わ
め
て
反
動
的
で
あ
る
と
の
評
価
を
下
さ
れ
て
、
撤
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
立
場
を
失
っ
た
稲
村
は

全
農
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、
別
行
動
を
と
り
は
じ
め
た
。
同
年
四
月
長
野
朗
・
橘
孝
三
郎
等
右
翼
農
本
主
義
者
と
自
治
農
民
協
議
会
を
結
成
し
、

農
村
救
済
講
願
運
動
を
は
じ
め
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
早
大
の
先
輩
で
あ
る
風
見
章
・
中
野
正
暦
と
の
政
治
的
接
触
が

は
じ
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
請
願
運
動
は
翌
年
か
ら
農
民
食
糧
米
一
ケ
年
分
差
押
禁
止
法
要
求
運
動
に
変
化
す
る
が
、
稲
村
と
そ
の
影
響
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

全
農
新
潟
県
連
（
委
員
長
　
石
田
宥
全
）
と
は
そ
の
先
頭
を
切
っ
て
は
た
ら
い
た
。

　
こ
の
一
連
の
請
願
運
動
に
た
い
す
る
理
論
的
表
現
と
し
て
稲
村
の
提
出
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
農
村
政
治
同
盟
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
義

務
教
育
費
全
額
国
庫
負
担
、
肥
料
の
公
営
、
農
民
借
金
モ
ラ
、
小
作
法
の
制
定
、
飯
米
差
押
え
禁
止
、
悪
税
の
改
廃
の
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
心
に
し
て
超
党
派
的
に
全
農
民
の
糾
合
」
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
背
景
に
は
、
農
業
恐
慌
下
の
運
動
は
従
来
の
小
作
中
心
型
か
ら
中

農
層
を
も
ま
き
こ
ん
だ
広
汎
な
生
活
権
擁
護
闘
争
へ
と
変
身
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
覇
断
が
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
論
に
は
戦
時
体
制
下
の
農
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民
運
動
の
理
論
が
先
取
り
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
の
五
つ
の
要
求
項
目
は
『
国
家
改
造
計
画
綱
領
』
に
も
ら
れ
た
東
方
会
の
農
業
政
策
か
ら
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
も
十
分
許
容
し
う
る
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
。
稲
村
が
こ
の
頃
（
三
三
一
三
四
年
頃
）
す
で
に
研
究
団
体
東
方
会
の
例
会
に
出
席
し
、
そ
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
誌
に
評
論
を
発
表
し
た
り
し
て
い
る
事
実
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
む
し
ろ
東
方
会
の
ほ
う
が
彼
の
理
論
か
ら
影
響
を
う
け
た
の
か
も
し
れ
な

い
。　

右
の
一
連
の
評
論
は
農
業
問
題
と
中
国
問
題
を
そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
。
前
者
は
明
治
維
新
顎
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
説
を
下
敷
き
に
、
農
民

運
動
の
基
本
図
標
を
「
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
政
治
的
支
配
権
の
打
倒
」
に
求
め
、
も
っ
て
彼
の
い
う
、
都
市
に
対
す
る
農
村
全
体
の
政
治

同
盟
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
老
は
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
・
イ
ン
タ
ー
」
論
を
展
開
し
た
も
の
で
、
日
本
帝
国

が
中
国
問
題
を
解
決
し
て
真
の
「
ア
ジ
ア
の
盟
主
」
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
先
に
「
資
本
主
義
的
帝
国
主
義
と
半
封
建
的
中
関

係
と
に
よ
っ
て
巨
樹
に
圧
迫
せ
ら
れ
た
」
中
国
の
農
民
大
衆
を
解
放
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
「
支
那
軍
閥
の
打
倒
」
と
「
そ
の
背
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
あ
る
英
国
の
勢
力
と
徹
底
的
に
戦
う
事
」
が
絶
対
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
論
旨
で
あ
る
。
こ
の
稲
村
の
中
国
論
は
O
日
本
帝
国
を

「
ア
ジ
ア
解
放
」
の
主
体
と
規
定
し
、
ω
反
撃
を
軸
に
す
れ
ば
ア
ジ
ア
諸
民
族
を
資
本
帝
国
の
も
と
に
糾
合
で
き
る
、
と
考
え
る
点
で
東
方
会

の
「
ア
ジ
ア
解
放
論
」
と
通
底
し
て
い
る
が
、
　
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
族
問
題
は
農
民
問
題
に
他
な
ら
ぬ
」
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
点
に
新

し
さ
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
稲
柑
の
理
論
は
の
ち
に
東
方
会
の
「
全
体
主
義
農
民
運
動
方
針
」
に
発
展
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
の
意
味

で
は
こ
の
一
連
の
論
稿
こ
そ
、
後
年
の
東
方
会
入
り
に
た
い
す
る
一
種
の
理
論
的
準
備
作
業
を
な
す
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
内
務
省
に
務
め
る
知
人
か
ら
、
人
民
戦
線
事
件
に
関
す
る
情
報
を
得
た
稲
村
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
東
方
会
入
り
を
決
意
し
た
。
一
九
三
七

年
末
の
こ
と
で
あ
る
。
六
年
前
と
同
様
、
こ
の
時
も
彼
は
農
本
主
義
者
と
の
提
携
を
は
か
り
、
日
農
連
を
結
成
し
た
。
ま
た
東
方
会
に
入
っ
て

か
ら
は
、
そ
の
豊
富
な
運
動
経
験
を
い
か
し
て
旧
華
墨
活
動
家
を
オ
ル
グ
し
た
り
、
東
方
会
の
農
業
政
策
の
不
備
を
補
っ
た
り
、
多
方
面
に
わ

　
　
　
　
　
　
⑰

た
っ
て
活
躍
し
た
。
そ
の
理
論
的
成
果
が
「
全
体
主
義
農
民
運
動
方
針
」
で
あ
る
が
、
そ
の
骨
子
は
「
全
耕
作
地
の
自
作
農
化
」
「
満
州
移
民
」

「
ア
ジ
ア
農
民
連
盟
」
の
三
つ
で
あ
る
。
第
一
番
囲
は
「
国
家
権
力
の
発
動
に
よ
っ
て
合
理
的
な
る
土
地
価
格
を
制
定
し
、
こ
れ
を
耕
作
農
民
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の
所
有
に
移
す
」
こ
と
を
具
体
的
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
　
「
ア
ジ
ア
農
民
連
盟
」
の
ほ
う
は
「
赤
色
再
開
主
義
蚊
民
主
主
義
的
帝
国
主
義

と
尖
鋭
に
対
立
し
、
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
の
大
同
団
結
」
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
両
面
を
貫
い
て
い
た
の
は
、
日
本
と
中
国
・
ア
ジ

ア
の
双
方
に
わ
た
る
「
土
地
改
革
」
の
断
行
な
く
し
て
は
戦
争
鶴
的
の
達
成
も
戦
争
体
綱
の
完
成
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
、
　
「
戦
争
と
土
地
改

革
の
相
互
依
存
性
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
解
体
期
の
農
民
運
動
が
行
き
着
い
た
転
向
理
論
の
一
典
型
が
み
い
だ
し
う
る

と
い
っ
て
も
過
嘗
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
偶
東
方
会
の
組
織
方
針

　
東
方
会
が
大
衆
運
動
へ
の
志
向
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
「
農
民
、
中
小
企
業
者
、
俸
給
生
活
者
及
び
労
働
大
衆
の
集
団
的
結
成

を
毒
し
、
こ
の
各
部
的
結
成
の
力
を
交
錯
集
中
し
て
全
国
的
運
動
の
主
体
と
な
し
、
時
代
転
換
の
推
進
力
と
な
す
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
が
う
こ
と
が
て
き
る
。
し
か
し
大
衆
の
組
織
化
は
た
ん
に
理
念
的
な
要
請
と
し
て
の
み
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
よ
り
直
接
に
は
、
所
属
代
議

土
と
そ
の
予
備
軍
の
選
挙
地
盤
を
維
持
し
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
是
非
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
い
か
に
往
年
の
力
を
失
っ
て

い
た
と
は
い
え
、
政
民
二
大
政
党
が
あ
る
限
り
、
中
野
の
よ
う
な
例
外
的
存
在
を
別
と
す
れ
ば
、
東
方
会
の
ご
と
き
小
政
党
に
籍
を
置
く
こ
と

は
各
代
議
士
に
と
っ
て
不
利
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
と
く
に
選
挙
戦
の
行
方
を
左
右
し
う
る
地
方
政
財
界
の
有
力
者
層
と
の
つ
な
が
り

が
弱
く
な
っ
た
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
選
挙
戦
で
の
苦
戦
を
意
味
し
て
い
た
。

　
こ
の
不
利
を
補
う
た
め
に
は
、
従
来
の
地
盤
を
確
実
に
掌
握
し
た
う
え
、
新
た
な
集
票
地
盤
の
開
拓
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
個
々
の
選
挙
民
に
直
接
訴
え
か
け
、
彼
等
を
自
分
の
後
援
組
織
に
く
み
い
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
。
自
ら
農
民
組
織
を
育
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
課
題
を
巧
み
に
解
決
し
、
そ
れ
を
足
場
に
中
央
政
界
へ
の
進
出
を
遂
げ
た
の
が
木
村
武
雄
（
山
形
県
農
民
同
盟
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
石
大
（
土
佐
農
民
総
督
合
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
東
方
会
の
手
に
よ
る
大
衆
の
直
接
的
把
握
の
試
み
は
、

最
初
の
う
ち
は
主
と
し
て
各
代
議
士
と
そ
の
予
備
軍
に
よ
る
選
挙
地
盤
組
織
の
編
成
替
え
、
お
よ
び
そ
の
拡
大
と
い
う
方
向
で
進
め
ら
れ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
た
の
で
あ
り
、
先
述
の
「
農
村
問
題
解
決
協
同
運
動
」
に
集
ま
っ
た
の
も
こ
の
種
の
勢
力
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
右
の
方
法
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
も
と
も
と
地
盤
組
織
と
い
う
も
の
は
主
体
的
な
大
衆
運
動
を
日
常
的
に
展
開
し
う
る
よ
う

に
は
で
き
て
い
な
い
し
、
地
方
性
が
強
い
か
ら
そ
の
ま
ま
で
は
到
底
「
時
代
転
換
の
推
進
力
」
た
り
う
る
も
の
で
は
な
い
。
私
が
調
べ
た
鳥
取

（
由
谷
義
治
）
と
豊
橋
（
杉
浦
武
雄
）
の
場
合
で
は
、
地
盤
組
織
の
中
心
を
な
す
地
方
都
市
の
中
小
商
工
業
者
層
の
動
き
は
、
思
い
の
語
呂
活

発
で
あ
り
、
と
く
に
代
議
士
が
国
民
同
盟
か
ら
東
方
会
へ
転
じ
て
以
降
は
、
代
議
士
個
人
へ
の
忠
誠
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

自
発
的
に
大
衆
組
織
を
作
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
東
方
会
内
で
は
、
中
野
に
つ
ぐ

重
要
な
存
在
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
深
重
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
大
衆
の
組
織
化
を
め
ざ
し
て
い
て
も
、
自
力
で
大
衆
運
動
を
展
開
で
き
る
力
量
が
な
い
と
す
れ
ば
、
残
る
最
も
手
近
な
方
法
は
既
成
の
大
衆

組
織
を
吸
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。
東
方
会
の
場
合
、
そ
の
矛
先
は
主
と
し
て
戦
時
体
制
下
で
転
向
と
解
体
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
無
産
組

織
に
む
け
ら
れ
た
。
こ
の
方
法
が
す
で
に
国
民
同
盟
時
代
か
ら
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
中
野
の
逓
友
同
志
会
統
令
就

任
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
東
大
陸
』
（
東
方
会
機
関
誌
）
の
一
論
者
に
よ
っ
て
「
社
会
主
義
よ
り
進
み
来
っ
て
今
や
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
的
直

訳
的
主
義
を
脱
し
て
来
た
勢
力
」
と
「
国
家
主
義
・
民
族
主
義
の
方
面
よ
り
来
て
現
在
非
経
済
的
精
神
主
義
を
脱
し
た
勢
力
」
と
が
「
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
本
的
革
新
精
神
の
下
に
融
合
統
一
」
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。
東
方
会
が
旧
左
翼
の
流
入
を
受
容
し
て
き
た
の
は
、

そ
れ
を
も
っ
て
組
織
拡
大
の
主
要
な
戦
術
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
術
を
地
方
に
お
い
て
比
較
的
意
識
的
に

追
求
し
つ
づ
け
た
例
と
し
て
は
、
鳥
取
の
由
谷
義
治
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
由
谷
は
す
で
に
国
民
同
盟
時
代
か
ら
、
自
己
の
選
挙
地
盤
強
化
の
目
的
を
も
兼
ね
て
、
社
大
言
鳥
取
祭
連
（
委
員
長
　
松
本
積
善
）
や
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

単
独
小
作
人
組
合
の
中
国
振
農
会
（
会
長
　
門
田
定
蔵
）
と
の
問
に
協
力
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
。
し
か
し
県
黒
部
の
箕
蚊
屋
地
方
に
拠

る
全
農
県
連
は
こ
れ
に
否
定
的
態
度
を
持
し
て
い
た
。
一
九
三
八
年
一
月
に
同
県
連
が
解
散
す
る
と
、
そ
の
残
党
を
も
糾
合
し
て
鳥
取
祭
農
村

連
盟
を
結
成
し
よ
う
と
い
う
工
作
が
由
谷
と
日
二
連
中
央
の
手
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
年
五
月
の
山
名
正
実
（
日
農
連
本
部
常
任

理
事
）
の
来
県
に
は
じ
ま
っ
た
ナ
ル
グ
活
動
は
、
一
〇
月
の
中
野
・
由
谷
の
連
続
講
演
会
で
頂
点
に
達
し
、
　
＝
一
月
一
九
日
に
は
鳥
取
県
農
村
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連
盟
の
結
成
大
会
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
東
京
在
住
の
由
谷
に
代
わ
っ
て
オ
ル
グ
活
動
を
密
接
担
当
し
た
の
は
、
由
谷
直
系
の
竹
田
平
一
（
鳥
取
市
議
・
鳥
取
立
憲
青
年
会
）
、
鳥
取

の
左
翼
文
化
人
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
り
、
由
谷
と
県
下
無
産
勢
力
と
の
仲
介
者
で
あ
っ
た
涌
島
義
博
、
さ
ら
に
か
つ
て
鳥
取
一
中
の
共
産
主

義
者
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
反
戦
活
動
を
行
な
っ
た
か
ど
で
検
挙
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
前
川
太
郎
（
元
全
農
兵
庫
県
連
常
任
書
記
）
、
こ

の
三
人
前
あ
っ
た
。
な
か
で
も
中
心
に
な
っ
て
働
い
た
の
は
い
ち
ば
ん
年
下
の
前
川
だ
っ
た
。
彼
等
が
オ
ル
グ
の
対
象
と
し
た
の
は
由
谷
直
系

の
鳥
取
県
青
年
同
盟
、
中
国
振
農
会
、
旧
全
農
県
連
を
は
じ
め
と
す
る
旧
左
翼
グ
ル
…
プ
の
三
老
で
あ
り
、
結
成
大
会
で
定
め
ら
れ
た
農
村
連

盟
の
役
員
構
成
（
会
長
…
由
谷
、
副
会
長
－
門
田
、
常
任
執
行
委
員
長
1
大
山
初
太
郎
（
元
全
農
県
連
委
員
長
）
　
事
務
長
…
前
川
）
が
示
す

よ
う
に
農
村
連
盟
は
こ
の
三
者
を
結
合
さ
せ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
し
か
も
組
織
の
実
務
を
担
当
し
た
の
は
旧
左
翼
の
若
い
活
動
家
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
A
グ
ル
ー
プ
と
B
グ
ル
ー
プ
の
両
者
が
直
接
提
携
し
て
つ
く
っ
た
組
合
だ
と
い
う
点
で
、
鳥
取
県
農
村
連
盟
は
数
あ
る
寸
心
連
系
の
組

合
の
な
か
で
も
特
殊
な
部
類
に
属
す
が
、
逆
に
い
え
ば
か
か
る
存
在
の
う
ち
に
こ
そ
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
東
方
会
の
特
殊
な
組
織
構
造
が
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
と
も
か
く
も
、
無
産
勢
力
の
吸
収
が
一
因
と
な
っ
て
東
方
会
の
組
織
は
成
長
し
て
い
き
、
そ
の
組
織
理
念
に
も
実
体
ら
し
き
も
の
が
伴
な
い

は
じ
め
た
。
そ
の
よ
う
な
成
長
を
背
景
に
、
一
九
三
九
年
一
月
、
結
党
以
来
二
年
余
り
に
し
て
、
は
じ
め
て
正
式
の
第
一
回
党
大
会
が
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
⑮

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
既
存
の
勢
力
の
吸
収
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
面
で
は
東
方
会
の
大
衆
掌
握
力
の
弱
さ
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
吸
収
で
き
る
無
産
勢
力
の
量
に
は
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
宮
憲
の
取
締
り
も
運
動
の
拡
大
に
一
定
の
枠
を
は
め

て
い
た
。

　
戦
時
体
綱
下
に
お
い
て
東
方
会
が
展
開
し
よ
う
と
し
た
運
動
は
、
ひ
と
つ
は
国
民
大
衆
の
排
外
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
動
し
て
強
硬
な
対

外
硬
「
世
論
」
形
成
の
一
翼
を
担
う
と
い
う
方
向
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
戦
蒔
体
制
下
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
大
衆
の
社
会
・
経
済
的

不
満
を
代
弁
し
て
そ
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
運
動
で
も
、
あ
る
限
度
を
こ
え
て
し
ま
う
と
必
ず
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や
官
憲
と
の
間
に
摩
擦
を
ひ
き
お
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
三
八
年
の
九
月
に
計
画
さ
れ
て
い
た
「
国
民
戦
線
運
動
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
．
「
戦
意
農
村
強
化
法
」
の
制
定
と
経
済
統
綱
犠
牲
者
に
対
す
る
救
済
措
置
を
要
求
す
る
請
願
署
名
運
動
で
し
が
な
か

っ
た
の
だ
が
、
官
憲
側
は
「
思
想
的
対
立
的
抗
争
ヲ
前
提
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
現
下
ノ
国
家
総
動
員
体
制
二
巴
反
シ
、
却
ツ
テ
人
民
戦
線
派

ノ
為
二
乗
ゼ
ラ
ル
ル
農
ヲ
内
包
ス
ル
」
ど
の
判
断
に
た
ぞ
・
運
動
の
変
更
な
い
し
中
止
器
じ
た
の
で
あ
榊
と
く
続
製
讐
の
救

済
要
求
は
官
憲
の
神
経
を
刺
激
し
た
ら
し
く
、
立
て
看
板
の
設
置
、
ビ
ラ
の
配
布
、
集
会
の
開
催
な
ど
一
切
が
禁
止
さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
た
と
え
右
翼
の
も
の
で
あ
れ
、
大
衆
運
動
が
あ
る
一
定
の
許
容
範
囲
を
超
え
る
こ
と
を
国
家
権
力
は
許
さ
な
か

っ
た
。
大
衆
の
不
満
を
集
め
て
政
府
を
突
き
あ
げ
よ
う
と
運
動
を
展
開
し
て
も
、
ど
こ
か
で
必
ず
合
法
性
の
壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
し
ま
う
わ
け

で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
合
法
性
の
枠
内
で
神
妙
に
し
て
お
れ
ば
、
．
し
ま
い
に
は
戦
闘
性
を
喪
失
し
て
し
ま
い
、
國
畏
精
神
総
動
員
運
動
の
よ
う

な
官
製
運
動
の
補
完
物
に
堕
し
か
ね
な
い
一
か
か
る
デ
ィ
レ
ン
マ
が
東
方
会
の
運
動
を
大
き
く
規
定
し
て
い
た
。
戦
争
の
激
化
に
と
も
な
い
、

こ
の
許
容
範
囲
は
ま
す
ま
す
縮
小
し
て
い
き
、
東
方
会
が
官
憲
と
の
間
に
摩
擦
を
ひ
き
お
こ
す
機
会
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
っ
た
。
．
そ
し
て
東

条
内
閣
と
の
抗
争
が
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
切
断
し
て
し
ま
う
ま
で
、
こ
の
関
係
は
続
く
の
で
あ
る
。

　
①
金
井
．
瞬
熊
は
全
労
神
奈
川
県
連
の
幹
都
で
、
全
國
労
農
大
衆
党
員
で
あ
っ
た
　
　

し
て
い
た
と
き
れ
て
い
る
ガ
、
村
田
数
馬
氏
（
支
部
長
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）
は

　
　
が
、
社
大
望
に
は
参
加
せ
ず
、
横
浜
で
新
興
会
と
い
う
地
方
政
党
を
つ
く
っ
て
い
　
　
　
　
　
そ
も
そ
も
飼
支
部
の
存
在
す
ら
特
高
が
勝
手
に
作
り
あ
げ
た
も
の
で
、
そ
の
数
掌

　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
誇
大
報
街
も
甚
し
い
と
否
定
し
て
い
る
（
村
田
「
幻
の
東
方
同
志
会
支
部
」
『
日

　
②
　
こ
れ
ら
の
人
々
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
前
掲
有
馬
論
文
に
詳
し
い
。
同
論
文
　
　
　
　
本
史
研
究
』
　
一
九
二
〉
。
．
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
官
憲
報
告
に
代
わ
る
も
の
を
も

　
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
分
を
補
足
し
て
お
く
と
、
篠
原
は
足
利
市
議
、
三
浦

　
は
福
岡
県
議
、
堂
本
・
沢
井
は
八
幡
窃
議
で
あ
っ
た
。
三
浦
・
沢
井
は
日
本
無
産

　
党
に
も
関
係
し
て
い
る
。
な
お
、
‘
先
に
あ
げ
た
農
民
組
合
関
係
者
の
中
に
も
か
な

　
り
の
社
大
党
員
が
い
る
。

③
　
「
東
方
会
組
織
方
針
」
　
（
内
務
省
警
保
局
『
特
高
月
報
』
一
九
三
八
年
＝
月

　
分
i
以
下
一
九
三
八
・
1
1
と
略
す
…
七
三
頁
》
　
’

④
　
た
と
え
ば
一
九
四
一
年
の
報
街
で
は
、
兵
雁
県
灘
支
部
は
党
員
　
三
〇
名
を
擁

　
た
な
い
の
で
、
筆
者
は
留
保
つ
き
で
そ
の
数
宇
を
利
用
し
た
い
と
考
え
る
。

⑤
　
皇
道
会
の
稲
富
等
を
旧
左
翼
と
み
な
す
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
旧
無
産
運

　
動
関
係
者
と
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
福
岡
の
旧
左
翼
上
し
て
は
、
三

　
浦
・
沢
井
・
堂
本
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
九
年
五
月
工
四
日
掛
北
九
州
支
都

　
準
備
会
（
八
幡
市
）
に
は
こ
の
三
瀬
が
出
席
し
て
い
る
（
『
佐
賀
毎
躍
薪
聞
』
囁
り
九
・

　
三
九
年
五
月
二
五
日
付
i
以
下
一
九
三
九
　
5
・
2
5
と
略
す
）
。
但
し
、
そ
の
数

　
は
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
・
∵
内
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⑥
参
考
ま
で
に
次
の
数
字
を
あ
げ
て
お
く
。
東
京
府
議
に
お
い
て
B
グ
ル
ー
プ
の

　
メ
ン
バ
ー
を
支
部
長
と
す
る
支
部
の
党
員
数
は
、
一
九
三
九
年
末
で
同
府
連
総
計

　
一
、
九
一
三
睡
中
一
、
○
〇
五
名
を
、
同
賜
○
年
末
で
三
、
七
四
二
名
申
二
、
〇
七
〇

　
名
で
あ
っ
た
　
（
内
務
省
警
保
局
『
社
会
運
脚
の
状
況
』
各
年
版
に
よ
る
）
。
も
つ

　
と
も
支
部
長
が
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
下
の
｛
般
党
員
も
B
グ
ル
ー
プ
だ

　
つ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
が
。

⑦
　
こ
れ
ら
の
人
々
は
全
農
内
で
も
か
な
り
の
地
位
を
し
め
る
古
参
闘
土
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
い
え
ば
、
全
農
創
立
一
五
周
年
記
念
大
会
で
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
た
時

　
に
、
山
名
正
実
・
稲
村
隆
一
・
石
田
馬
瀬
・
田
辺
納
・
長
尾
有
が
活
動
｝
○
年
以

　
上
功
労
者
に
、
淡
谷
悠
蔵
・
田
中
義
男
・
羽
原
正
一
が
同
一
〇
年
未
満
功
労
者
に

　
選
ば
れ
た
。
表
彰
者
の
中
に
は
以
上
の
外
に
、
同
様
に
罠
本
藤
織
連
盟
に
加
盤

　
し
た
大
山
初
太
郎
（
鳥
取
）
渡
辺
国
一
（
愛
媛
）
竹
村
奈
良
一
（
奈
良
）
も
い
た

　
（
「
全
図
農
斑
組
合
第
十
回
大
会
報
告
」
青
木
恵
一
郎
『
母
本
農
民
運
動
面
料
集

　
成
』
第
習
習
　
｝
九
七
七
年
）
。

⑧
　
日
留
連
の
結
成
は
一
九
三
八
年
一
月
一
穴
目
。
本
文
に
あ
げ
た
も
の
の
外
、
旧

　
全
農
糸
組
合
と
し
て
は
千
葉
燈
村
更
生
連
盟
（
中
心
メ
ン
バ
…
、
大
森
真
一
郎
・

　
石
橋
広
吉
）
　
秋
田
農
罠
遼
盟
準
備
会
（
小
原
慶
治
）
　
鳥
取
漿
農
村
連
盟
（
大

　
山
初
太
郎
・
前
川
太
郎
）
　
大
和
協
同
農
民
連
明
瓢
（
竹
村
奈
良
一
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
な
お
日
農
連
の
農
本
主
義
系
団
体
の
代
表
例
は
、
農
村
更
生
連
盟
（
小
山
亮
）

　
僧
州
郷
軍
同
志
会
（
中
原
謹
司
）
　
愛
郷
会
（
浜
史
郎
）
　
甲
府
革
新
党
（
今
井

　
新
造
）
な
ど
で
あ
る
。

⑨
　
東
方
会
自
身
は
一
九
三
入
年
五
月
二
五
日
の
代
議
士
会
で
、
日
農
連
へ
の
積
極

　
的
支
持
を
決
定
し
た
（
『
特
高
月
報
』
一
九
三
八
・
5
）
。

⑩
『
昭
和
一
三
年
中
に
於
け
る
筏
会
運
動
の
状
況
』
七
九
〇
頁
所
載
の
官
憲
調
査

　
に
拠
る
。

⑪
　
こ
の
よ
う
な
展
望
は
一
九
三
七
年
＝
一
月
二
九
臼
付
の
「
全
農
中
央
常
任
委
員

　
会
声
明
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
『
昭
和
一
二
年
中
に
於
け
る
社
会
運
動
の
状
況
』

　
八
五
〇
頁
　
以
下
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一
九
三
七
と
略
す
）
。

⑫
　
「
全
農
中
央
常
任
委
員
会
議
事
」
　
（
宥
同
書
八
四
九
頁
）
。

⑬
　
全
農
内
証
大
党
派
と
非
支
持
派
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
内
務
省
の
地
方
惜
…

　
勢
報
告
に
詳
し
い
（
『
社
会
運
動
の
状
況
』
　
九
三
六
　
一
〇
穴
穴
－
一
〇
七
七
頁
）
。

⑭
農
民
組
合
運
動
史
刊
行
会
編
『
農
民
組
合
運
動
史
』
…
九
穴
○
年
七
七
　
頁
。

⑮
　
　
「
全
国
農
罠
組
合
第
十
回
大
会
報
告
・
議
案
」
　
（
青
木
前
掲
書
　
六
〇
頁
）
。

⑯
　
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一
九
三
八
　
七
六
八
頁
。

⑰
　
た
と
え
ば
羽
原
正
一
「
激
闘
の
農
民
二
天
と
そ
の
敗
北
」
（
『
黍
刊
現
代
史
』
一

　
九
七
四
・
2
）
に
当
廓
者
の
回
想
が
み
ら
れ
る
。

⑱
　
有
馬
前
掲
論
文
　
七
八
頁
。

⑲
日
畏
連
常
任
理
審
会
（
｝
九
四
〇
7
・
1
9
）
で
の
発
言
（
『
特
高
月
報
』
一

　
九
四
〇
・
8
　
　
一
～
＝
ハ
百
ハ
）
。

⑳
　
「
農
村
問
題
解
決
協
同
運
動
」
に
つ
い
て
は
前
掲
の
拙
稿
参
照
。
ま
た
中
野
正

　
鰯
は
「
運
動
経
験
者
は
有
能
な
人
々
が
多
い
と
そ
の
前
歴
に
は
寛
容
で
あ
っ
た
。
」

　
（
中
野
泰
雄
『
政
治
家
中
野
正
翻
』
的
　
　
九
七
｝
年
　
四
七
三
頁
）
。

⑳
　
前
掲
岩
村
論
文
参
照
。

⑫
　
『
特
高
月
報
』
一
九
四
四
・
1
　
五
一
六
買
。

⑱
　
以
下
稲
村
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
下
り
、
す
べ
て
内
政

　
史
研
究
会
編
『
稲
村
隆
一
氏
談
話
速
記
録
』
に
よ
る
。

⑭
安
藤
福
平
「
漸
潟
堪
に
お
け
る
農
斑
運
動
の
展
開
」
　
ゑ
尽
都
大
学
文
学
研
究
科

　
昭
和
五
〇
年
度
修
士
論
文
）
に
よ
る
。

⑳
　
し
ま
ね
き
よ
し
「
日
本
共
産
党
労
働
者
派
」
　
（
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
共
岡

　
研
究
転
向
0
9
』
一
九
五
九
年
　
一
五
〇
一
一
五
一
頁
）
。

⑯
　
青
木
前
掲
書
斎
二
巻
　
三
入
一
頁
。

⑳
　
前
掲
安
藤
論
文
に
よ
る
。

⑱
　
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
治
機
構
の
動
揺
と
そ
の
内
部
矛
唇
の

　
利
用
」
を
説
い
た
部
分
、
及
び
「
極
東
農
民
の
国
際
的
提
携
」
と
い
う
名
目
で
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「
英
米
資
本
主
義
の
ア
ジ
ア
よ
り
の
放
逐
、
日
支
鮮
共
同
経
済
の
確
立
、
排
日
撲

　
支
反
対
」
　
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
日
本
資
本
主
義
打
倒
」
　
と
併
践
し
た
点
で
あ
っ

　
た
。
こ
れ
に
対
し
て
全
農
中
央
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
理
論
を
持
つ
者
に
は
断
乎
た

　
る
処
置
を
採
る
」
と
の
決
議
を
示
し
た
（
『
社
会
運
動
の
状
況
山
　
一
九
三
二
　
一

　
＝
二
五
、
一
｝
四
四
頁
）
。

⑳
　
こ
の
運
動
と
全
農
新
潟
県
連
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
司
法
省
の
調
査
、
　
「
最
近

　
の
農
民
運
動
に
関
す
る
調
査
」
　
（
司
法
省
刑
纂
局
『
思
想
月
報
臨
四
号
）
お
よ
び

　
「
昭
和
九
年
自
七
月
至
…
一
｛
月
社
会
運
動
悟
勢
i
類
潟
裁
判
所
管
内
概
況
」
　
（
同

　
一
一
号
）
に
詳
し
い
。

⑳
　
全
農
第
八
回
大
会
に
お
け
る
新
潟
県
連
の
報
告
（
青
木
前
掲
十
全
二
巻
　
六
〇

　
四
頁
）
な
お
、
か
か
る
運
動
論
は
稲
村
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
拙
大
党
農
村
委

　
員
会
も
同
じ
内
容
の
「
全
体
農
艮
運
動
」
を
早
く
か
ら
提
唱
し
て
い
た
（
『
社
会

　
運
動
の
状
況
』
一
九
三
近
　
五
九
〇
頁
）
。

⑳
　
『
国
家
改
造
計
画
綱
領
』
　
（
一
九
三
三
年
）
に
は
、
租
税
体
系
の
変
革
・
義
務

　
激
育
費
の
国
庫
負
担
・
肥
料
の
国
家
統
鰯
・
濃
村
負
債
の
徹
鷹
整
理
・
耕
作
権
の

　
確
立
と
窟
作
二
化
の
徹
底
奨
励
・
満
州
移
民
・
工
業
の
地
方
化
と
い
っ
た
内
容
が

　
盛
ら
れ
て
い
た
。

＠
稲
村
は
『
我
観
』
　
九
三
五
年
　
月
号
よ
り
ほ
ぼ
定
期
的
に
稿
を
寄
せ
て
い
る
。

⑳
　
稲
村
「
臼
本
に
於
け
る
農
村
問
題
」
（
『
我
観
』
一
九
三
五
・
1
）
　
「
金
融
資
本

　
の
濃
業
政
策
」
　
（
岡
一
九
三
五
・
1
1
）
。

⑧
⑳
　
稲
村
「
支
那
饗
業
恐
慌
の
発
展
」
　
（
『
東
大
陸
』
　
一
九
三
六
・
9
　
岡
一
九

　
一
二
六
・
1
1
）
。

⑳
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
＝
　
月
一
ご
一
華
（
『
東
京
朝
日
新
聞
臨
　
一
九
三
七
　
1
2
・

　
2
3
以
下
『
東
朝
』
と
略
す
）
。

⑳
　
稲
村
、
淡
谷
、
田
辺
、
長
尾
、
田
中
義
男
、
佐
藤
吉
熊
、
由
名
正
実
、
秋
山
亮

　
の
無
産
派
は
他
の
爽
方
会
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
東
方
会
農
政
部
を
構
成
し
、
稲
村

　
は
そ
の
部
長
に
就
任
し
た
（
『
特
高
月
報
』
　
九
三
八
・
1
1
　
七
三
頁
）
。

⑳
　
『
菓
当
会
第
一
回
全
癒
大
会
議
案
』
二
六
…
三
二
頁
。
ち
な
み
に
言
う
と
、
こ

　
の
「
全
耕
地
の
自
作
農
化
」
と
い
う
地
点
で
、
後
退
を
続
け
て
き
た
全
農
の
要
求

　
と
民
政
党
の
自
作
農
創
設
政
策
を
発
展
さ
せ
た
東
方
会
の
農
業
政
策
と
が
交
叉
し

　
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

⑳
　
・
甲
野
正
㎜
剛
『
國
［
家
改
靴
氾
計
画
綱
領
隔
　
一
　
一
｛
ハ
頁
。

⑳
山
形
県
農
罵
問
盟
に
つ
い
て
は
、
木
村
武
雄
『
米
沢
そ
ん
ぴ
ん
の
歌
』
（
一
九

　
七
八
年
）
土
佐
聖
遷
総
組
合
に
つ
い
て
は
、
大
石
火
『
春
風
秋
爾
八
○
年
』
　
（
一

　
九
山
ハ
四
年
）
　
を
ゑ
夢
照
。

⑪
　
詳
し
く
は
『
特
高
月
報
臨
　
九
三
六
・
9
　
二
四
頁
参
照
。

⑫
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
詳
述
で
ぎ
な
い
が
、
代
議
士
の
地
盤
組
織
の
動

　
向
を
知
る
一
助
と
も
な
る
の
で
機
会
が
あ
れ
ば
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し

　
た
い
。

⑬
　
品
川
政
治
「
最
近
の
革
新
陣
営
の
動
き
」
　
（
『
東
大
陸
』
一
九
蕪
七
・
1
）
。

⑭
　
以
下
由
谷
と
鳥
取
農
村
連
盟
に
関
す
る
記
述
は
と
く
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、

　
『
旧
陸
海
軍
閨
係
文
書
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
』
（
以
下
『
陸
海
軍
文
書
』
と
略
す
）

　
所
収
の
河
原
警
察
…
署
「
思
想
問
題
関
係
書
類
一
昭
和
＝
二
年
」
（
潟
b
σ
し
Q
ω
．
　
8
H
α
H
o
◎
）

　
の
特
高
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。

⑯
　
こ
の
大
会
に
は
全
國
三
一
道
府
県
か
ら
一
、
○
八
○
名
の
代
表
が
集
ま
っ
た

　
（
東
方
会
機
関
紙
『
東
方
政
経
通
僑
』
一
九
三
九
　
2
・
5
）
。

⑳
　
鳥
取
県
警
察
部
「
東
方
会
及
日
本
農
民
連
盟
ノ
運
動
取
締
二
関
ス
ル
件
扁
（
開
睦

　
海
軍
文
霞
』
図
卜
。
ω
ω
．
目
一
曾
Q
。
）
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二
　
東
方
会
と
社
会
大
衆
党
と
の
合
同
問
題

　
G
D
　
社
大
党
の
方
向
転
換

　
一
九
三
八
年
中
に
み
ら
れ
た
旧
無
産
勢
力
の
流
入
に
力
を
得
た
東
方
会
幹
部
は
、
そ
の
拡
大
再
生
産
を
夢
み
て
さ
ら
な
る
無
産
勢
力
の
吸
収

と
そ
れ
に
よ
る
組
織
拡
大
を
求
め
た
。
そ
れ
が
社
無
党
と
の
合
同
工
作
で
あ
る
。
合
同
交
渉
そ
の
も
の
は
一
九
三
九
年
二
月
初
旬
に
表
面
化
し
、

そ
の
月
の
末
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
か
り
そ
め
の
話
で
あ
れ
、
合
同
が
真
剣
な
論
議
の
対
象
と
さ
れ
る
た
め
に

は
、
　
ま
ず
そ
れ
に
先
立
っ
て
両
党
の
梢
異
が
あ
る
程
度
ま
で
解
消
さ
れ
、
　
そ
の
距
離
が
縮
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
と
い
う
の
は
、

そ
も
そ
も
社
大
党
は
反
資
本
主
義
・
反
共
産
主
義
と
な
ら
ん
で
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
党
是
と
し
て
お
り
、
他
方
東
方
会
も
「
社
会
民
主
主
義
の
排

撃
」
　
「
階
級
闘
争
の
排
除
」
を
と
な
え
、
　
「
大
陸
政
策
強
行
」
の
必
然
性
を
認
識
し
て
い
な
い
と
、
社
悪
党
を
激
し
く
非
難
し
て
き
た
か
ら
で

　
①

あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
策
上
の
こ
の
対
立
を
解
消
に
導
き
、
合
同
論
の
浮
上
に
道
を
ひ
ら
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
中
戦
争
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

格
化
と
と
も
に
決
定
的
と
な
っ
た
社
大
党
の
全
面
的
方
向
転
換
で
あ
っ
た
。

　
戦
争
が
は
じ
ま
る
や
、
社
無
党
は
す
で
に
形
骸
と
化
し
て
い
た
「
対
支
不
干
渉
」
の
面
板
を
と
り
さ
げ
、
こ
れ
に
代
え
る
に
「
民
族
協
憩
の

上
に
極
東
の
平
和
を
建
設
す
べ
く
、
そ
の
指
導
的
地
位
に
た
つ
こ
と
こ
そ
日
本
民
族
の
使
命
な
り
」
と
い
う
、
「
東
亜
共
同
体
論
」
を
も
っ
て
し

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
。
社
大
安
が
「
今
次
支
那
事
変
は
、
日
本
国
民
が
人
類
文
化
に
寄
与
す
べ
き
東
洋
民
族
解
放
の
璽
戦
で
あ
る
」
と
欝
欝
し
た
こ
と
に
よ
り
、

東
方
会
の
非
難
の
ひ
と
つ
は
根
拠
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
社
大
聖
は
階
級
闘
争
の
原
則
を
も
放
棄
し
た
。
す
な
わ
ち
第
七
回
大
会

（一

緕
O
八
年
）
で
は
「
階
級
闘
争
を
通
じ
て
資
本
主
義
を
改
革
せ
ん
と
す
る
社
会
運
動
の
過
去
の
指
導
理
論
」
、
の
「
揚
棄
」
と
「
国
家
及
び
民

　
　
　
マ
マ

族
の
生
々
発
展
が
資
本
主
義
の
改
革
を
そ
の
中
に
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
す
る
「
全
体
主
義
の
指
導
理
論
し
へ
の
「
移
行
」
が
決
定
さ
れ

　
　
　
　
　
⑤

た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
全
体
主
義
は
つ
と
に
東
方
会
が
そ
の
綱
領
の
う
ち
に
明
記
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
第
七
回
大
会
で
確
認
さ
れ
た
組
織
戦
略
の
転
換
で
あ
ろ
う
。
社
大
慶
の
従
来
の
方
針
は
、
社
大
党
こ
そ
「
唯
一
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の
革
新
的
政
治
勢
力
で
あ
っ
て
、
我
党
の
直
接
的
発
展
に
よ
っ
て
の
み
日
本
の
革
新
が
行
な
わ
れ
う
る
」
と
い
う
「
強
力
単
一
無
産
政
党
論
」

で
あ
・
や
こ
れ
を
廼
労
農
無
産
協
議
会
と
の
人
民
戦
軽
蔑
を
拒
否
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
社
大
党
は
こ
の
立
場
を
棄
て
・
．
「
爵
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
組
織
化
を
雲
影
と
す
る
挙
国
的
革
新
政
党
」
の
実
現
を
め
ざ
す
「
国
風
の
党
」
路
線
を
新
た
に
採
用
し
た
。
幹
部
は
そ
の
た
め
に
は
社
大
黒

の
解
党
す
ら
辞
さ
ぬ
覚
悟
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
新
路
線
の
真
の
長
い
は
麻
生
久
・
亀
井
貫
一
郎
が
画
策
し
て
い
た
「
近
衛
新
党
」
に

　
⑧

あ
り
、
そ
れ
に
符
節
を
あ
わ
す
べ
く
路
線
転
換
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
狙
い
が
ど
う
で
あ
れ
、
こ
の
転
換
が
社
大
党
と
他
の

「
革
新
勢
力
」
と
の
合
同
に
道
を
ひ
ら
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

　
両
党
の
接
近
ぶ
り
に
側
面
か
ら
光
を
あ
て
る
た
め
、
二
・
二
六
事
件
後
の
諸
議
会
に
お
け
る
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。
第
六
九
議

会
以
後
の
諸
議
会
に
共
通
す
る
特
微
の
ひ
と
つ
に
、
小
会
派
の
進
出
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
粛
正
選
挙
の
結
果
、
総
数
の
％
～
％
の
議
席

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
小
会
派
は
い
ま
や
院
内
の
一
勢
力
と
な
り
、
政
友
・
紫
蘇
の
二
大
勢
力
と
対
立
し
た
。
彼
ら
は
小
会
派
と
い
う
共
通

の
墓
盤
の
う
え
に
た
っ
て
、
政
・
民
に
対
抗
す
る
た
め
、
か
な
り
頻
繁
に
共
同
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
六
九
議
会
で
は
、
社
大
党
の
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ー
ド
の
も
と
に
小
会
派
は
一
致
し
て
院
内
交
渉
団
体
資
格
（
二
玄
議
席
以
上
）
の
棚
上
げ
を
要
求
し
、
そ
れ
を
政
・
民
に
認
め
さ
せ
た
。
以
後
、

さ
ら
な
る
行
動
の
自
由
と
発
言
機
会
の
拡
大
を
要
求
す
る
小
会
派
と
議
会
運
営
上
こ
れ
を
抑
え
よ
う
と
す
る
政
・
罠
両
派
と
の
問
に
ト
ラ
ブ
ル

が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
の
第
七
〇
議
会
で
は
社
大
面
・
東
方
会
・
国
民
同
盟
・
第
二
控
室
の
四
者
は
事
あ
る
ご
と
に
政
・
民
非
難
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

同
声
明
を
発
表
し
、
同
様
の
声
明
は
翌
年
の
第
七
三
議
会
で
も
み
ら
れ
た
。
共
同
行
動
は
院
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
七
年
は
じ
め
に
は
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
四
派
に
昭
和
会
を
加
え
た
粗
糖
が
「
小
会
派
外
交
聞
題
協
議
会
」
を
結
成
し
、
広
田
内
閣
の
外
交
政
策
を
糾
弾
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
か
か
る
共
同
行
動
は
純
然
た
る
議
会
戦
術
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
合
同
聞
題
が
発
生
す
る
前
か
ら
、

院
内
活
動
を
通
じ
て
社
大
・
東
方
両
党
の
接
触
が
深
ま
っ
て
い
た
こ
乏
は
否
定
で
き
ぬ
事
実
で
詣
る
。

　
さ
ら
に
重
要
法
案
に
た
い
す
る
態
度
に
お
い
て
も
、
両
者
の
間
に
は
予
想
外
に
共
通
の
点
が
多
い
。
こ
の
時
期
の
一
連
の
法
案
に
対
す
る
両

党
の
態
度
は
表
3
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
社
会
立
法
や
統
制
経
済
関
係
法
案
の
場
合
に
賛
否
の
態
度
が
一
致
す
る
こ
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表3　重要法案と社大同・策民会（第69～第73議会）

1　　　　｛ 社大室 職方会 政友会 ｝民政党

政府予算案 X X ○ ○

米穀至剛三法案 ○ 不　明 ○ ○

蚕繭統制烹法案 ○ ○ ○ ○

第 肥料業統舗法案 X 不　明 ○ ○

重要産業統制法案
六 政府原案 × 不　明 ○ ○

九 社大修正案 ○ 不　明 × X

議 不穏文書取締法案

会
政府原案

ｭ罵共岡修正案
×
×

　　　×
ci　× X

O

×
○

思想犯保護観察法案 ○ 1　　0 ○ ○

退職金積立：法案 ｝
政民竹岡修正案 ×

i
　
　
×
F ○ ○

社大修正案 0　　　11　　0 × ×

政府予算案 × × ○ ○

第 増税関係法案

七
敷府原案 × × × ×

○ 政民共同修正案 × ｝　・ ○ ○

議
国民健康法案 1

会 政府原案 O　　i × X ×

政斑共嗣修正案 × × ○ ○

地方交付金の増額 徹底増額 徹底増額 3，000万円増額 3，000万円増額
言

第
七 政府予算案

一
・
七
二

北難事件特別法案

ﾗ時軍菓費
｝館案鰹嗣決（各派は賛成を表明）

議
会

臨時肥料配給統制法案

政府予算案 ○ ○ ○ ○

臨時軍事費 ○ ○ ○ ○

第 増税闘係法案

政民共同修正案 部分的反対 都分的反対 ○ ○
七 國家総動員法案 ○ ○ ○ ○

三 電力国家管理法案

議 政府原案 ○ X × ×

政民共同修正案 × × ○ ○
会

農地調整法案

政府原案 ○ ○ × ×

政民共同修正案 × × ○ ○

・r東京朝日新聞3，衆議院事務局r衆議院議事摘要』，衆議院図書館r衆議院委員会議事録』
の各議会版より作製

・○印法案に高閣，×印反対
・第69議会では東方会は第二控室に所属，そのため態度に不明な点が多い。
・第70議会の国民健康法案は可決せず，次回にまわされた。
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と
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
政
府
原
案
に
は
不
満
を
抱
き
つ
つ
も
、
そ
れ
す
ら
改
悪
し
た
政
・
民
両
党
の
修
正
案
に
は
さ
ら
に
強
く
反
対
し
、
結

果
的
に
は
政
府
原
案
の
擁
護
に
ま
わ
る
と
い
う
の
が
共
通
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　
日
中
戦
争
が
ま
だ
全
面
化
す
る
前
に
は
、
社
大
・
東
方
の
い
ず
れ
も
政
府
予
算
案
に
は
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
大
衆
課
税
に
反
対
し
、
イ
ン

フ
レ
の
充
進
を
憂
慮
し
、
社
会
立
法
・
社
会
政
策
の
必
要
を
強
調
す
る
点
で
も
共
通
し
て
い
た
。
第
七
〇
議
会
で
は
と
も
に
結
城
財
政
を
軍
事

費
偏
重
・
金
融
独
占
資
本
本
位
の
予
箪
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、
社
大
工
を
代
表
し
て
質
問
に
た
っ
た
片
山
哲
が
、
平
和
外
交
へ
の
転

換
に
よ
っ
て
軍
事
予
算
を
縮
小
し
、
も
っ
て
大
衆
の
負
担
を
軽
減
せ
よ
、
と
説
い
た
の
に
対
し
、
積
極
外
交
を
唱
え
る
東
方
会
の
由
谷
義
治
は

軍
事
費
の
膨
張
を
不
可
避
と
み
な
し
、
そ
れ
が
招
来
す
る
諸
矛
盾
を
強
力
な
統
制
経
済
の
実
施
と
祖
会
政
策
の
徹
底
と
に
よ
っ
て
克
服
せ
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
両
老
の
主
張
の
根
本
的
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
戦
争
の
本
格
化
と
先
に
述
べ
た
社
大
釜
の
方
向
転

換
と
に
よ
っ
て
そ
の
相
違
は
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
と
に
残
っ
た
の
は
、
　
「
革
新
立
法
」
実
現
に
む
け
て
政
府
を
鞭
製
し
、
政
・
民
を
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

難
ず
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
こ
と
に
第
七
三
議
会
で
聖
霊
な
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
よ
り
、
一
九
三
六
i
三
八
年
に
か
け
て
衆
議
院
内
に
お
い
て
は
小
会
派
の
ル
ー
ズ
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
が
社
会
・
東
方
の
二
党
合
同
を
中
核
と
す
る
小
会
派
合
同
の
構
想
に
ま
で
発
展
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
三
九
年
一
月

の
近
衛
内
閣
の
退
陣
－
平
沼
内
閣
の
成
立
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。
近
衛
の
退
陣
は
麻
生
・
亀
井
の
新
党
工
作
の
失
敗
を
意
味
し
、
社
大
震

幹
部
と
し
て
は
こ
れ
に
代
わ
る
策
を
早
急
に
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
小
会
派
の
期
待
に
反
し
て
新
内
閣
は
保
守
・
穏
健
路

線
を
選
び
、
政
・
民
両
党
に
は
近
来
に
な
い
友
好
的
態
度
を
と
っ
た
の
で
、
小
会
派
側
と
し
て
は
結
束
を
固
め
る
必
要
性
が
で
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。

　
②
合
閤
交
渉
の
推
移

　
両
党
幹
部
間
で
い
っ
た
い
、
い
っ
か
ら
合
同
問
題
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
な
か
な
か
確
定
し
に
く
い
問
題
で
あ
る
。

た
だ
社
大
党
側
の
交
渉
責
任
者
だ
っ
た
三
輪
寿
壮
の
回
想
に
よ
る
と
、
一
九
三
九
年
一
月
下
旬
に
は
幹
部
間
の
交
渉
が
極
秘
裡
に
は
じ
め
ら
れ
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て
い
た
ら
し
唾
万
難
ま
で
に
は
話
は
か
な
り
進
ん
だ
ら
し
く
・
三
雲
の
両
党
最
高
幕
の
秘
密
ム
護
で
は
・
O
社
大
戸
重
方
会
群

民
同
盟
を
中
核
と
し
、
広
く
「
革
新
派
」
を
糾
合
し
た
新
党
を
結
成
す
る
　
⇔
最
悪
の
場
合
で
も
社
大
・
東
方
の
二
党
は
合
同
す
る
　
こ
の
二

　
　
　
　
　
　
⑮

項
が
決
定
さ
れ
た
。
国
民
同
盟
が
合
同
を
拒
否
し
た
の
で
、
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
月
九
日
両
党
の
党
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

党
お
よ
び
新
党
へ
の
合
流
を
承
認
決
定
し
た
。
来
る
べ
き
新
党
は
「
全
体
主
義
単
一
の
国
民
政
党
」
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
最
初
の
予
定
で
は
、
二
月
末
の
新
党
結
成
大
会
ま
で
に
準
備
委
員
会
レ
ベ
ル
の
交
渉
で
綱
領
・
政
策
・
規
約
・
組
織
・
人
事
・
党
名
な
ど
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

部
を
つ
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
準
備
委
員
会
の
常
任
委
員
と
し
て
こ
の
交
渉
を
担
当
し
た
の
は
、
社
大
嘘
－
浅
沼
稲
次
郎
・
河
野
密

・
平
野
学
・
片
山
哲
・
三
輪
寿
壮
　
東
方
選
一
由
谷
義
治
・
杉
浦
武
雄
・
田
中
養
達
・
大
石
大
・
蕊
田
村
武
夫
の
1
0
人
で
あ
っ
た
。
、
合
同
工
作

の
推
進
者
は
社
大
党
側
で
は
麻
生
書
記
長
直
系
の
二
日
労
党
系
幹
部
、
葉
方
会
舘
で
は
由
谷
・
杉
浦
・
田
中
と
い
っ
た
古
参
代
議
士
で
あ
づ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
お
準
備
委
は
日
本
革
新
農
村
協
議
会
を
勧
誘
し
、
二
月
～
四
日
に
は
同
協
議
会
の
参
加
が
決
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
－

　
合
同
工
作
は
青
鷺
者
も
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ギ
で
進
捗
し
た
。
し
か
し
両
党
の
過
去
を
考
え
れ
ば
、
所
詮
こ
の
合
同
は
機
会
主
義
的
野
合
と

の
そ
し
り
を
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
。
東
方
会
の
狙
い
は
社
大
党
下
部
混
織
の
吸
収
に
あ
り
、
社
大
里
は
戦
黒
体
綱
下
の
方
向
転
換
に
安
全
な
逃

げ
道
を
求
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
両
党
幹
部
は
少
々
の
無
理
は
お
し
て
性
急
に
事
を
運
ん
だ
が
、
順
調
な
進
展
ぶ
り
の
う
し
ろ
に
は
複

雑
な
党
内
事
情
と
微
妙
な
思
惑
の
ち
が
い
が
か
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
コ

　
予
想
さ
れ
る
党
内
外
の
自
重
・
反
対
の
声
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
中
野
と
し
て
は
な
ん
と
し
て
も
東
方
会
優
位
で
こ
と
を
進
め
た
か
っ
た

に
ち
が
い
な
晦
・
少
数
東
方
会
に
よ
る
黒
砂
野
党
の
吸
収
こ
そ
・
そ
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
・
た
・
そ
の
た
め
に
も
中
野
の
新
党
党
着
任
は

絶
対
の
条
件
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
議
員
数
・
党
員
数
・
系
列
大
衆
組
織
の
力
量
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
は
る
か
に
東
方
会
を
う
わ
ま
わ
っ
て

い
る
社
大
鑑
と
し
て
は
、
東
方
会
優
位
の
合
同
は
受
け
容
れ
難
か
っ
た
。
同
党
幹
部
は
下
部
党
員
に
む
け
て
「
今
回
の
合
同
は
単
な
る
二
党
合

同
で
は
な
く
、
来
る
可
き
統
一
的
革
新
政
党
の
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
興
亜
革
新
の
挙
国
的
『
国
民
の
党
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

組
織
に
全
努
力
を
捧
げ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
説
明
を
再
三
与
え
て
、
そ
の
不
満
を
柔
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
等
と
し
て
億
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一
般
党
員
の
て
ま
え
、
少
な
く
と
も
対
等
合
併
－
麻
生
・
中
野
の
両
頭
制
と
い
う
人
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
当
初
は
暖
帯
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
の
喰
い
違
い
を
あ
ら
わ
に
し
、
新
党
樹
立
を
失
敗
に
導
い
た
の
は
社
大
党
内
の
合
同
反
対
派
の
動
き
で
あ

っ
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
合
同
交
渉
の
衝
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
党
内
の
累
日
労
党
系
幹
部
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
旧
社
会
民
衆
党
系
・
旧
労

農
党
系
な
ど
の
幹
部
は
、
彼
等
と
麻
生
派
と
の
媒
介
者
た
る
片
山
を
除
く
と
、
は
じ
め
か
ら
交
渉
の
壷
漿
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
合
同

そ
の
も
の
に
も
消
極
的
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
水
谷
長
三
郎
や
非
党
員
で
は
あ
る
が
松
本
治
一
郎
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
反
対
の
意
を
表
わ
す

　
　
　
⑳

老
も
い
た
。
ま
た
産
業
報
国
会
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
党
中
央
と
対
立
状
態
に
あ
っ
た
全
臼
本
総
同
盟
の
旧
総
同
盟
系
幹
部
も
、
新
党
結
成
が

労
働
組
合
の
軽
視
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
そ
の
成
り
行
き
を
危
撰
し
て
い
た
。
会
長
の
松
岡
駒
吉
は
党
中
央
に
一
一
ケ
条
の
希
望
条
件
を
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

示
し
て
「
労
働
組
合
の
自
主
的
発
展
に
協
力
す
る
こ
モ
」
を
要
為
し
た
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
西
尾
末
広
・
原
虎
一
等
の
幹
部
の
間
で
は
新
党
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

支
持
す
ら
論
議
さ
れ
て
い
た
。

　
は
じ
め
事
態
を
静
観
し
て
い
た
反
対
派
は
漸
く
二
月
一
五
日
に
な
っ
て
行
動
を
開
始
し
た
。
す
な
わ
ち
松
本
治
一
郎
の
呼
び
掛
け
で
一
六
人

の
代
議
士
が
集
ま
り
、
e
新
党
役
員
は
安
部
総
裁
・
中
野
副
総
裁
・
麻
生
幹
事
長
と
す
る
こ
と
　
⇔
党
名
を
「
国
民
大
衆
党
」
と
す
る
こ
と
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
の
ニ
ケ
条
を
全
員
一
致
の
要
求
と
す
る
旨
申
し
合
わ
せ
た
。
つ
ま
り
彼
等
は
、
社
大
党
が
東
方
会
を
吸
収
せ
よ
と
合
同
派
幹
部
に
迫
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
本
意
が
東
方
会
に
容
れ
ら
れ
そ
う
も
な
い
要
求
を
出
し
て
合
同
派
幹
部
を
窮
地
に
陥
れ
、
合
同
を
流
産
さ
せ
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

r
反
鮒
派
の
動
き
が
表
面
化
す
る
や
、
新
党
結
成
の
歩
み
は
に
わ
か
に
鈍
く
な
っ
た
。
社
大
党
で
は
反
対
派
と
推
進
派
の
対
立
が
深
遠
化
し
、

は
て
は
安
部
磯
雄
の
引
退
声
明
ま
で
が
飛
び
出
す
な
ど
、
分
裂
寸
前
の
事
態
に
た
ち
い
た
っ
た
が
、
麻
生
の
巧
み
な
手
腕
で
分
裂
に
は
い
た
ら

ず
、
結
局
麻
生
や
三
輪
が
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
中
野
－
麻
生
両
頭
制
を
正
式
案
と
す
る
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
ん
ど
は
中

野
の
ほ
う
が
あ
く
ま
で
自
己
の
総
裁
就
任
に
固
執
し
て
譲
ら
ず
、
．
折
角
の
麻
生
の
は
た
ら
き
も
実
を
結
ば
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ

た
つ
す
な
わ
ち
、
社
大
党
・
菓
二
会
・
革
農
協
の
三
老
は
二
月
二
二
日
付
の
共
同
声
明
で
合
同
中
止
を
宣
言
、
新
党
運
動
は
こ
こ
に
ま
こ
と
に
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あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
を
む
か
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
合
同
失
敗
は
大
き
な
反
作
用
を
東
方
会
に
及
ぼ
し
た
。
第
一
に
、
こ
れ
に
よ
り
、
転
向
し
た
無
産
勢
力
を
吸
収
し
て
勢
力
を
拡
大
す
る
と
い

う
そ
れ
ま
で
の
戦
術
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
は
や
組
織
的
な
無
産
勢
力
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
主
義
へ
の
転

向
を
完
了
し
て
し
ま
っ
た
右
翼
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
、
社
大
霜
と
そ
の
系
列
組
織
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
会
が
党
勢
を
飛
躍
的
に
増
大

さ
せ
て
政
界
に
一
個
の
勢
力
を
築
き
あ
げ
る
の
ぞ
み
は
半
ば
断
た
れ
た
も
同
然
と
な
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
次
に
述
べ
る
内
紛
の
結
果
、
代

議
士
が
離
党
し
、
院
内
勢
力
と
し
て
は
か
え
っ
て
弱
体
化
す
る
憂
目
を
み
た
の
で
あ
る
。
以
後
の
東
方
会
は
も
っ
ぱ
ら
大
衆
運
動
の
展
開
を
通

じ
て
党
勢
の
拡
大
を
は
か
る
が
、
そ
れ
に
も
自
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。

　
反
作
用
の
第
二
は
内
紛
で
あ
っ
た
。
合
同
交
渉
の
担
当
者
だ
っ
た
由
谷
・
杉
浦
・
田
中
等
は
失
敗
後
も
社
大
党
と
は
協
力
関
係
を
保
っ
て
い

く
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
中
野
は
そ
れ
に
反
対
で
、
今
後
は
独
自
の
道
を
行
く
と
述
べ
た
公
開
状
を
独
断
で
社
大
広
に
突
き
つ
け

　
　
　
　
㊧

て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
自
身
は
事
後
処
理
を
残
留
幹
部
に
ま
か
せ
た
ま
ま
、
同
志
を
引
き
連
れ
て
中
国
へ
渡
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
怒
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
由
谷
・
杉
浦
は
新
党
失
敗
の
責
任
を
と
っ
て
、
潔
く
東
方
会
を
解
党
せ
よ
と
主
張
す
る
に
い
た
り
、
他
方
「
政
界
は
喪
心
状
態
」
に
あ
り
と

言
い
捨
て
て
中
野
が
議
会
開
会
中
に
渡
申
し
た
こ
と
が
既
成
政
党
か
ら
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
、
院
内
で
は
中
野
の
議
員
除
名
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い

⑳た
。
両
者
あ
わ
せ
て
葉
方
会
は
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
。
結
局
内
紛
そ
の
も
の
は
　
0
中
野
の
議
員
辞
任
と
院
内
団
体
東
方
会
の
解
消
　
⇔
院

外
組
織
の
存
続
　
の
二
項
緕
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
党
派
と
存
続
派
の
間
に
妥
協
が
成
立
し
、
ひ
と
ま
ず
ケ
リ
が
つ
け
ら
れ
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
そ
の
か
わ
り
に
民
政
党
以
来
の
古
参
代
議
士
の
離
党
と
い
う
犠
牲
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
な
お
こ
の
時
東
方
会
を
は
な
れ
た
者
の
う
ち
、
由
谷
・
杉
滞
・
田
中
の
三
代
議
土
と
日
農
連
の
山
名
正
実
・
岩
田
潔
等
は
、
社
大
党
の
片
山

二
二
輪
・
三
宅
正
一
、
皇
道
会
の
平
野
力
三
な
ど
と
共
に
農
地
制
度
改
革
同
盟
を
結
成
し
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
流
産
し
た
社
大
・
東
方
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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東方会の展開（永井）

①
　
「
東
方
会
全
体
会
議
」
　
（
『
東
大
陸
』
　
九
三
七
・
6
）
。

②
　
社
大
党
の
方
向
転
換
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
諸
論
文
を
参
照
さ
れ
た

　
い
。
増
島
宏
・
高
橋
彦
博
・
大
野
節
子
『
無
産
政
党
の
研
究
』
　
（
一
九
六
九
年
）

　
神
田
文
人
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
社
会
民
主
主
義
」
　
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
戦
後
臼

　
本
史
5
』
一
九
六
二
年
）
吉
見
義
明
「
社
会
大
衆
党
の
方
向
転
換
」
　
（
『
歴
史
公

　
払
醐
』
一
九
七
六
・
5
）
。

③
　
「
社
会
大
衆
党
戦
時
革
薪
政
策
要
綱
」
（
『
特
高
月
報
』
一
九
三
七
・
1
0
　
一
六

　
五
一
一
山
ハ
山
ハ
頁
）
。

④
⑤
⑥
⑦
　
　
「
社
会
大
衆
党
第
七
回
大
会
議
案
」
（
『
恩
想
月
報
』
五
四
号
　
六
四
一

　
六
六
頁
）
。

⑧
　
麻
生
・
亀
井
の
「
近
衛
新
党
」
工
作
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
隆
「
昭
和
　
三
年
近

　
衛
新
党
問
題
研
究
覚
書
」
　
（
春
本
政
治
学
会
編
『
近
衛
新
体
制
の
研
究
』
一
九
七

　
二
年
）
に
詳
し
い
。

⑨
「
小
会
派
の
漫
歩
」
（
『
東
朝
』
一
九
三
六
5
・
1
9
）
。

⑩
第
七
〇
議
会
に
お
け
る
小
会
派
と
政
・
民
両
党
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
は
、
増
税

　
法
案
の
審
議
打
ち
切
り
を
め
ぐ
る
紛
糾
、
こ
れ
に
関
連
し
た
穐
井
貫
　
郎
、
前
田

　
幸
作
両
議
貫
の
微
罰
問
題
、
政
・
民
が
共
隅
提
案
し
た
選
挙
法
改
正
法
案
・
人
権

　
躁
鋼
根
絶
決
議
案
を
め
ぐ
る
応
酬
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
小
会

　
派
は
共
陶
声
明
を
発
表
し
て
政
・
民
を
非
難
し
た
（
同
前
～
九
三
七
　
3
・
1
7
、

　
3
・
1
9
、
3
・
2
3
、
3
・
2
5
）
第
七
三
議
会
で
は
社
大
・
東
方
・
第
二
控
室
の
三

　
派
が
電
力
困
家
管
理
法
案
の
原
案
通
過
を
政
府
に
要
求
す
る
声
明
を
出
し
、
政
・

　
民
共
同
修
正
案
を
激
し
く
非
難
し
た
（
同
前
一
九
三
八
　
3
・
2
）
。

⑪
　
同
前
一
九
三
七
　
1
・
1
6
。

⑫
　
片
山
と
由
谷
の
議
会
演
説
は
衆
議
院
事
務
局
『
第
七
〇
帝
国
議
…
会
衆
議
院
議
事

　
摘
要
㊨
』
（
一
九
三
七
年
）
に
よ
る
。

⑬
　
た
だ
し
、
国
家
総
動
貴
法
案
に
た
い
す
る
両
者
の
態
度
に
は
相
違
が
あ
っ
た
。

　
東
方
会
が
は
じ
め
か
ら
積
極
的
支
持
を
表
明
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
栓
大
党
の
態

　
度
決
定
は
遅
れ
、
よ
う
や
く
2
月
2
3
日
に
な
っ
て
希
望
条
件
つ
き
で
同
法
案
を
支

　
持
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
冊
束
朝
』
一
九
三
八
　
2
・
4
　
2
・
2
4
）
。

⑭
⑯
　
三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
談
『
三
輪
論
蔵
の
生
涯
騒
一
九
六
六
年
　
三
三
一
、

　
三
三
二
頁
。
な
お
「
革
新
派
」
と
は
具
体
的
に
は
、
三
派
の
外
に
日
本
革
新
党
、

　
第
二
控
室
な
ど
の
院
内
小
会
派
を
さ
し
て
い
た
。

⑯
　
　
「
両
党
共
嗣
声
明
」
　
（
『
東
朝
』
｝
九
三
九
　
2
・
1
0
）
。

⑰
　
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
浅
沼
稲
次
郎
関
係
文
書
』
に
は
こ
の
合
同
問
題
に
関
す

　
る
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
浅
沼
の
メ
モ
に
よ
っ
て
準
備
委
員
会

　
で
の
討
議
の
大
体
の
内
容
が
推
測
で
き
る
。

⑱
『
東
朝
』
｝
九
三
九
2
・
1
5
。

⑲
三
浦
虎
雄
、
馬
場
元
治
の
両
代
議
士
は
、
盲
斑
を
不
満
と
し
て
東
方
会
を
脱
党

　
し
た
。
ま
た
天
野
辰
夫
や
倉
田
薬
缶
な
ど
の
シ
ン
パ
も
強
く
反
対
し
た
（
進
藤
一

　
馬
氏
の
談
話
　
　
一
九
七
七
年
1
1
月
2
2
臼
）
。
中
野
の
援
助
者
た
る
財
界
人
も
良
い

　
顔
を
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
総
じ
て
東
方
会
内
外
の
右
翼
部
分
は
合
同
に
反

　
対
し
、
こ
れ
が
失
敗
の
遠
謀
と
も
な
っ
た
。
ま
た
旧
全
農
の
田
辺
納
は
対
等
合
同

　
を
不
可
と
し
、
社
大
党
の
吸
収
合
併
を
主
張
し
た
（
『
特
高
月
報
』
　
一
九
三
九
・

　
2
　
　
＝
二
頁
）
。

⑳
　
　
「
我
党
と
東
方
会
と
の
合
岡
経
緯
に
つ
い
て
」
　
（
右
岡
一
九
三
九
・
2
　
六
〇

　
頁
）
。

⑳
　
水
谷
の
属
す
る
社
辛
党
京
都
府
連
は
合
繊
反
対
を
決
議
し
た
（
渡
部
徹
編
『
京

　
都
地
方
労
働
運
動
史
駈
　
一
九
六
八
年
　
一
五
　
＝
頁
）
。
ま
た
松
本
の
所
属
す
る

　
全
国
水
平
社
も
は
じ
め
か
ら
合
同
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
　
（
『
特
高
月
報
』
　
一
九

　
ゴ
一
九
・
2
　
　
一
〇
六
百
ハ
）
。

＠
⑳
⑳
　
　
『
特
高
月
報
隔
｝
九
三
九
・
2
　
上
か
ら
七
五
・
七
六
、
六
二
、
六
四
頁
。

⑮
⑳
⑳
　
『
東
朝
』
上
か
ら
一
九
三
九
　
2
・
2
6
、
3
・
2
4
、
3
・
3
。

⑱
　
　
認
狩
｛
籍
甚
一
報
』
　
一
九
　
二
九
・
3
　
一
一
工
ハ
百
〔
。

⑳
前
述
の
三
浦
・
馬
場
に
加
え
、
由
谷
・
杉
浦
・
田
中
・
渡
辺
が
党
籍
を
も
ち
な
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が
ら
も
活
動
か
ら
は
手
を
ひ
い
た
（
田
中
・
杉
浦
は
の
ち
に
復
帰
）
。
残
留
し
た
代

議
士
は
院
内
で
は
時
局
同
志
会
に
属
し
た
。
ま
た
木
村
武
雄
は
東
亜
連
盟
に
転
じ

た
。
以
後
代
議
士
の
な
か
で
は
三
田
村
武
夫
が
中
野
の
右
腕
と
な
っ
て
活
躍
す
る
。

　
ち
な
み
に
三
田
村
は
元
警
官
で
、
内
務
省
晴
代
に
は
特
高
課
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。

⑳
農
地
制
度
改
輩
同
盟
に
つ
い
て
は
、
平
野
力
三
「
農
地
髄
度
改
革
岡
盟
と
農
地

　
急
難
管
理
法
案
」
　
（
　
胃
木
前
掲
書
志
三
巻
）
が
詳
し
い
。
．
・
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三
　
「
国
民
運
動
」
と
大
政
翼
賛
会

　
内
紛
の
結
果
馬
古
参
代
議
土
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
離
脱
し
て
い
っ
た
が
、
中
央
・
地
方
の
下
都
党
員
や
旧
左
翼
は
あ
く
ま
で
も
東
方
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

存
続
を
願
い
、
中
央
の
処
置
を
追
認
し
た
。
三
九
年
五
月
に
は
全
体
会
議
が
開
か
れ
、
陣
容
を
た
て
な
お
す
と
と
も
に
新
綱
領
・
新
運
動
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
決
定
、
党
規
約
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
新
綱
領
は
以
前
の
も
の
に
比
べ
、
製
本
主
義
を
前
面
に
お
し
だ
し
た
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
れ

は
社
大
蚊
と
の
合
同
工
作
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
安
を
鎮
め
る
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
党
規
約
も
組
織
政
党
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
改
め

ら
れ
た
・
新
役
募
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
・
穿
。
グ
牛
プ
④
進
崇
著
し
⑱
議
員
政
党
的
籍
は
ま
す
ま
す
弱
ま
・
た
・
奮
す
べ
き
は

青
年
隊
の
強
化
・
育
成
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
後
青
年
隊
は
東
方
会
の
前
衛
部
隊
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
新
運
動
方
針
が
定
め
た
今
後
の
運
動
の
主
目
標
は
、
　
「
東
亜
新
秩
序
の
建
設
・
世
界
新
秩
序
の
建
設
・
新
政
治
体
欄
の
確
立
」
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
全
圏
民
の
認
識
と
欲
求
を
純
化
し
、
単
一
化
し
て
、
こ
れ
を
国
家
意
志
に
統
合
帰
一
せ
し
め
る
」
「
国
民
運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
マ
　
　
も
　
　
や

し
か
し
、
実
際
に
実
践
さ
れ
た
「
国
民
運
動
」
の
内
容
は
、
ひ
と
つ
は
対
外
硬
運
動
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
あ
る
べ
き
統
制
経
済
の
理
念
に

剛
っ
て
、
現
実
の
矛
盾
多
き
戦
争
経
済
の
し
く
み
を
批
判
し
、
そ
の
改
善
を
政
府
に
迫
る
運
動
だ
っ
た
。
た
だ
し
結
果
的
に
は
前
者
に
精
力
の

大
半
が
注
が
れ
た
の
で
あ
ぞ
・
後
者
の
ほ
う
は
充
分
に
展
開
さ
れ
た
と
は
い
い
難
個

　
東
方
会
が
設
定
し
た
対
外
硬
の
主
要
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
英
ソ
勢
力
の
排
繋
　
交
戦
権
の
行
使
・
租
界
撤
廃
　
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結
」

　
　
　
⑥

で
あ
る
が
、
そ
の
運
動
が
は
じ
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
天
津
租
界
封
鎖
事
件
を
き
っ
か
け
と
す
乃
全
国
的
な
重
力
運
動
が
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⑦

ま
き
お
こ
っ
た
。
　
こ
の
好
機
に
東
方
会
は
各
地
で
精
力
的
に
排
英
集
会
を
開
催
し
て
国
民
の
嵩
置
熱
を
煽
り
、
対
英
強
硬
「
世
論
」
の
沸
騰

に
一
役
か
っ
た
が
、
逆
に
畏
衆
の
排
英
熱
に
刺
激
さ
れ
て
ま
す
ま
す
そ
の
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
　
さ
ら
に
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結

が
明
ら
か
に
な
る
と
東
方
会
は
反
英
一
本
槍
－
「
亡
霊
南
進
」
論
へ
転
じ
た
。
三
九
年
末
に
は
大
属
本
青
年
党
・
大
亜
細
亜
協
会
・
国
民
同
盟

な
ど
と
共
に
　
「
北
守
南
進
」
派
の
連
合
戦
線
と
も
い
う
べ
き
東
亜
建
設
国
民
連
盟
を
結
成
し
、
日
独
身
枢
軸
の
強
化
と
「
爾
進
」
を
政
府
に

迫
っ
た
。
翌
年
一
月
浅
間
丸
事
件
を
ぎ
つ
か
け
に
第
二
次
排
英
運
動
が
お
こ
る
と
、
策
方
会
そ
の
他
の
東
建
連
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

国
組
織
を
通
じ
て
各
支
部
に
通
達
、
指
示
を
与
え
、
又
は
本
部
よ
り
直
土
を
送
り
、
文
書
に
、
演
説
会
に
、
国
覚
し
い
活
動
を
な
し
た
。
」

こ
の
運
動
は
た
ん
な
る
反
磁
感
情
の
爆
発
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
三
国
軍
事
同
盟
に
対
し
て
消
極
的
な
米
内
内
閣
の
倒
閣
を
も
射
程
に

お
い
て
い
た
。
次
い
で
独
軍
の
西
部
戦
線
進
攻
が
は
じ
ま
る
や
、
東
方
会
は
政
府
の
と
っ
た
不
介
入
方
針
を
「
英
米
仏
現
状
維
持
国
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

妥
協
追
随
」
で
あ
る
と
き
め
つ
け
て
、
蘭
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
・
英
領
イ
ン
ド
の
「
東
洋
的
確
保
」
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ

⑩
た
。　

臼
中
戦
争
の
泥
沼
化
が
は
っ
き
り
す
る
頃
よ
り
、
研
独
伊
三
国
同
盟
と
「
南
進
断
行
」
を
要
求
す
る
対
外
硬
勢
力
の
活
動
が
活
発
化
し
、
一

九
四
〇
年
に
は
巨
大
な
対
外
硬
「
世
論
」
が
各
界
各
層
を
貫
い
て
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
東
方
会
は
他
の
右
翼
諸
団
体
と
と
も
に

精
力
的
に
排
外
運
動
を
展
開
し
、
そ
の
前
衛
部
隊
と
な
っ
て
働
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
親
枢
軸
－
反
英
米
仏
の
外
交
路
線
は
何
も
目
新
し

い
も
の
で
は
警
、
す
で
に
第
茨
大
戦
覆
に
中
野
が
表
し
菅
馨
（
ソ
）
霧
笛
に
そ
の
原
書
み
い
だ
さ
れ
如
た
だ
、
あ
覇

に
な
る
と
、
こ
の
外
交
路
線
は
泥
沼
化
し
た
臼
中
戦
争
を
英
（
米
）
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
打
開
せ
ん
と
す
る
一
種
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論

と
表
裏
一
体
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
在
野
の
対
外
硬
勢
力
の
主
張
の
う
ち
に
、
自
国
の
帝
国
主
義
的
膨
張
を
も
っ
て
欧

米
帝
国
主
義
か
ら
の
ア
ジ
ア
の
「
解
放
」
と
み
な
す
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
特
有
な
論
理
が
ま
こ
と
に
明
快
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
時
流
に
乗
じ
た
「
国
民
運
動
」
を
展
耀
し
な
が
ら
、
葉
方
会
は
そ
の
勢
力
を
着
実
に
拡
げ
て
い
っ
た
。
党
員
数
は
四
〇
年
に
最
大
と
な
り
、
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三
万
を
こ
え
た
（
表
1
参
照
）
。
　
い
ま
や
同
会
は
右
翼
と
し
て
は
立
憲
養
正
会
、
大
日
本
青
年
党
に
つ
ぐ
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
活
動
の
場
が
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

会
か
ら
街
頭
へ
移
っ
た
こ
と
に
対
応
し
て
青
年
隊
の
比
重
が
増
大
し
、
構
成
員
の
若
年
化
が
す
す
ん
だ
。
　
こ
の
「
国
民
運
動
」
の
時
期
（
一
九

三
九
－
四
一
年
）
こ
そ
東
方
会
運
動
の
最
盛
期
で
あ
り
、
同
会
が
臼
ざ
す
大
衆
政
党
型
組
織
に
最
も
近
づ
い
た
蒔
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
党
員
数

三
万
数
千
と
い
う
数
字
は
ナ
チ
ス
の
一
九
二
六
年
の
水
準
に
も
達
し
な
い
。
東
方
会
に
類
似
し
た
大
臼
本
青
年
党
の
そ
れ
を
あ
わ
せ
て
も
そ
の

規
模
は
一
〇
万
に
も
満
た
な
い
。
戦
前
民
閥
噛
翼
の
組
織
的
力
量
は
ま
ず
こ
の
程
度
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
非
力
の
究
極
の
原
因
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
戦
前
の
日
本
を
蔽
っ
て
い
た
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
力
さ
と
、
そ
の
官
僚
支
配
に
特
有
の
断
れ
た
状
況
適
応
能
力
に
求

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
東
方
会
を
自
他
と
も
に
許
す
「
南
進
」
派
右
翼
の
代
表
格
と
し
て
世
に
押
し
出
す
に
は
、
右
程
度
の

組
織
力
で
充
分
で
あ
っ
た
。

　
「
国
罠
運
動
」
で
蓄
積
し
た
組
織
力
を
背
景
に
、
中
野
は
末
次
信
正
、
橋
本
欣
五
郎
と
と
も
に
東
建
連
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
近
衛
新
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
準
備
委
員
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
大
政
翼
養
会
常
任
総
務
に
就
任
し
た
。
こ
の
年
の
七
月
二
二
日
に
成
立
し
た
近
衛
内
閣
は
、
東
方
会
の
「
国

民
運
動
」
が
希
求
し
て
き
た
外
交
路
線
を
次
々
と
国
策
化
し
、
実
現
し
て
い
っ
た
。
　
「
基
本
国
策
要
綱
」
　
「
世
界
情
勢
の
推
移
に
伴
う
時
局
処

理
要
綱
」
　
「
帝
国
国
策
遂
行
要
領
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
占
領
・
日
独
善
三
国
軍
事
同
盟
締
結
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
政

策
を
先
取
り
す
る
鮒
外
硬
運
動
を
展
開
し
、
新
体
制
の
誕
生
に
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を
し
た
東
方
会
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
の
人
事
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
野
の
新
体
制
入
り
と
ひ
き
か
え
に
東
方
会
そ
の
も
の
は
解
党
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
で
に
一
九
四
〇
年
八
月

に
文
化
団
体
へ
の
改
組
が
内
定
さ
れ
て
い
た
が
、
正
式
に
解
党
と
思
想
団
体
振
東
社
へ
の
改
組
が
決
定
さ
れ
た
の
は
一
〇
月
一
三
日
の
臨
時
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
大
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
組
織
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
へ

　
中
野
に
東
方
会
は
近
衛
新
体
制
が
本
来
あ
る
べ
き
新
体
制
の
姿
か
ら
は
外
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
政
治
革
命
」
を
経
ず
し
て
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
中
野
が
敢
て
新
体
制
に
参
加
し
た
の
は
、
時
局
便
乗
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
や
は
り
権
力

の
中
枢
に
近
づ
い
て
、
で
き
れ
ば
「
国
家
改
造
」
の
舵
を
と
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
大
政
翼
賛
会
の
現
実
は
彼
等
の
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「
指
導
」
を
許
す
よ
う
な
甘
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
い
か
に
東
方
会
が
「
既
成
陣
営
の
首
脳
・
指
導
老
群
は
第
一
線
か
ら
退
け
」
と

　
　
　
　
　
⑯

叫
ん
で
み
て
も
、
翼
賛
会
は
各
界
各
派
の
既
成
勢
力
の
寄
合
世
帯
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
中
野
は
、
新
体
制
は
強
力
な
政
治
指
導

部
と
な
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
強
力
な
中
央
組
織
だ
け
あ
れ
ば
よ
く
、
精
神
総
動
員
組
織
的
な
「
国
民
協
力
会
議
」
　
（
上
意
下
達
機
関
）

は
不
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
現
実
の
翼
賛
会
の
姿
は
ま
さ
に
そ
の
反
対
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
が
徹
底
し
て
反
対
し
た
府
梨
知
事
の
翼

賛
会
支
部
長
兼
任
も
結
局
は
内
務
省
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
東
方
会
が
官
僚
統
制
の
弊
を
い
か
に
強
調
し
て
も
、
現
実
に
新
体
制
を
動
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

力
を
も
っ
て
い
た
の
は
官
僚
群
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
革
命
と
独
裁
と
指
導
理
念
を
欠
落
し
た
」
と
評
さ
れ
る
大
政
翼
賛
会
に
お
い
て
は
、

ナ
チ
ス
を
鑑
と
す
る
東
方
会
な
ど
が
実
権
を
握
る
こ
と
な
ど
は
じ
め
か
ら
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
内
務
妾
局
は
彼
ら
の
政

治
活
動
を
鰯
限
し
ょ
う
と
し
、
文
化
・
思
想
団
体
が
政
治
活
動
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
治
安
警
察
法
を
適
用
し
て
結
社
に
解
散
を
命
じ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

団
体
関
係
者
を
翼
賛
会
か
ら
除
名
す
る
と
い
う
取
締
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
財
界
・
既
成
政
党
・
内
務
宮
僚
・
観
念
右
翼
な
ど
の
諸
勢
力
が
思
い
思
い
の
立
場
と
利
害
に
も
と
づ
い
て
加
え
た
非
難
攻
撃
を
ま
え
に
し
て
、

二
国
一
党
方
式
の
強
力
政
治
指
導
組
織
の
樹
立
レ
と
い
う
新
体
制
の
原
計
画
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
。
東
方
会
自
身
経
済
新
体
制
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

要
綱
の
企
画
院
原
案
を
「
官
僚
社
会
主
義
」
だ
と
非
難
し
て
、
財
界
の
「
赤
」
攻
撃
に
唱
涌
し
、
資
本
家
か
ら
見
直
さ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
四
〇
年
一
二
月
「
純
正
覇
本
主
義
の
立
場
か
ら
」
翼
賛
会
の
存
在
を
疑
問
視
す
る
平
沼
二
一
郎
が
内
相
に
就
任
し
、
翌
年

二
月
に
近
衛
首
格
が
翼
賛
会
は
「
政
事
上
の
結
社
で
は
な
い
」
と
明
逸
す
る
に
及
ん
で
、
翼
賛
会
の
上
意
下
達
機
関
化
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
不
満
に
思
っ
た
中
野
は
同
年
三
月
常
任
総
務
を
辞
任
し
、
翼
賛
会
を
飛
び
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
辞
任
後
た
だ
ち
に
中
野
は
東
方
会
を
再
興
し
、
再
び
政
治
運
動
に
の
り
だ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
心
は
今
度
も
ま
た
対
外
硬
運
動
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
「
南
進
政
策
の
断
行
・
対
英
米
不
退
転
の
決
意
と
実
践
行
動
」
を
要
求
す
る
。
「
難
局
突
破
国
民
運
動
」
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
ま
で
二
一

〇
ケ
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
最
後
の
運
動
は
そ
の
規
模
と
密
度
に
お
い
て
過
去
二
年
間
の
そ
れ
を
し
の
ぐ
ほ
ど
で
あ
り
、
ま
さ
に
東

方
会
運
動
の
頂
点
を
な
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
臨
時
全
国
大
会
（
五
月
）
終
了
後
に
開
か
れ
た
難
局
突
破
国
民
大
会
に
は
会
場
の
両
国
国
技
館
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㊧

を
圧
す
る
聴
衆
（
警
察
調
べ
で
は
約
一
万
二
千
）
が
詰
め
か
け
、
一
一
月
の
福
岡
市
で
の
大
演
説
会
に
は
二
万
数
千
（
警
察
調
べ
）
の
入
場
者

が
殺
到
し
た
。
な
お
そ
の
時
採
決
さ
れ
た
決
議
は
き
わ
め
て
明
快
に
、
・
「
米
国
を
相
手
に
せ
ず
、
速
か
に
南
進
を
断
行
し
、
大
東
璽
共
栄
圏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

確
立
す
べ
し
」
と
唱
っ
て
い
た
。
こ
う
い
つ
た
大
会
の
ほ
か
に
も
各
地
で
は
演
説
会
・
講
演
会
が
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
、
千
人
～
二
千
人
規
模

の
集
会
な
ら
ば
枚
挙
の
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
」
～
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
か
か
る
対
外
硬
運
動
は
対
外
政
策
の
決
定
を
直
接
左
右
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
膨
大
な
好
戦
「
世
論
」
を
形
成
し
て
戦
争
指
導
部
に
圧

力
を
加
え
、
と
く
に
英
米
と
の
全
面
衝
突
に
強
い
た
め
ら
い
を
み
せ
る
政
府
上
層
部
を
し
り
ご
み
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
戦
前
夜
の
政
策

決
定
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
「
世
論
」
の
役
割
は
大
い
に
問
題
と
さ
れ
る
べ
音
で
あ
・

ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
民
間
に
お
い
て
強
硬
な
対
外
政
策
を
要
求
す
る
運
動
を
展
聾
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
指
導
部
に
闘
接
的
に
圧
力
を

及
ぼ
し
た
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
対
外
硬
運
動
は
日
清
・
β
露
戦
争
時
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
大
壁
亜
戦
争
」
に
ま
で
拡
大
発
展
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
日
中
戦
争
の
首
毘
は
一
貫
す
る
j
I
か
か
る
戦
略
論
に
た
っ
て
「
爾
進
」
論
の
急
r

先
鋒
を
務
め
て
き
た
東
方
会
に
と
り
、
日
米
開
戦
は
ま
さ
に
年
来
の
悲
願
の
成
就
で
あ
り
、
そ
の
大
ア
ジ
ア
主
義
の
「
勝
利
」
以
外
の
何
も
の

で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
太
平
洋
戦
争
の
現
実
は
か
か
る
「
勝
利
」
が
束
の
間
の
幻
影
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
日
な
ら
ず
し
て
証
明
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
意
味
で
は
す
で
に
「
勝
利
」
の
日
々
の
う
ち
に
東
方
会
の
「
敗
北
」
は
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
臼
米
開
戦
は
か
え
っ
て
東
方
会
か
ら
重
要
な
運
動
目
標
を
奪
う
結
果
と
な
っ
た
。
開
戦
と
同
時
に
政
府
に
対
し
て
政
治
休
戦
を
宣
離
し
て
も
、

運
動
が
蓄
積
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
ン
テ
シ
ャ
ル
は
高
く
、
容
易
に
解
消
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
運
動
の
重
点
は
戦
争
指
導
部
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
自
発
的
協
力
と
政
府
を
鞭
錘
激
励
す
る
こ
と
に
移
さ
れ
た
が
、
戦
争
遂
行
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
そ
の
改
善
を
要
請
す
る
と
い
う
そ

の
誉
者
の
行
為
そ
の
も
の
が
や
や
も
す
れ
ば
政
府
批
判
と
う
け
と
れ
か
ね
な
い
傾
向
を
は
ら
ん
で
い
た
。
東
条
内
閣
の
よ
う
な
政
権
の
も
と
で

は
、
東
方
会
が
戦
争
の
勝
利
を
願
っ
て
戦
争
指
導
部
を
鞭
撞
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
政
府
と
の
摩
擦
を
深
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

ま
し
て
戦
況
が
お
も
わ
し
く
な
く
な
り
、
戦
争
指
導
部
の
責
任
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
な
お
さ
ち
で
あ
っ
た
。
r
東
方
会
の
態
度
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は
は
じ
め
の
う
ち
の
従
順
な
戦
争
協
力
か
ら
翼
賛
選
挙
で
の
推
薦
拒
否
、
翼
賛
政
治
会
へ
の
参
加
と
東
方
会
の
解
消
（
－
思
想
結
社
東
方
同
志

会
へ
の
再
改
組
）
、
政
府
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
中
野
の
官
僚
統
制
批
判
、
戦
時
刑
事
特
別
法
改
正
反
対
運
動
、
翼
賛
政
治
会
脱
退
と
、

曲
折
を
経
な
が
ら
も
徐
々
に
反
政
府
的
姿
勢
を
強
め
て
い
き
、
結
局
最
後
に
は
一
九
四
三
年
の
反
東
条
重
臣
工
作
へ
と
収
磁
し
て
い
っ
た
。
す

で
に
前
年
の
段
階
で
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
敗
北
を
知
っ
て
戦
局
の
不
利
を
悟
っ
て
い
た
中
野
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
通
じ
て
講
和
交
渉
を
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
る
べ
き
と
の
意
兇
に
到
達
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
東
条
内
閣
の
退
陣
が
是
非
と
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
反
東
条
工
作
は
失
敗
に
終
わ
り
、
今
度
は
菓
条
側
が
容
赦
な
き
報
復
を
加
え
る
側
に
ま
わ
っ
た
。
一
九
四
三
年
一
〇
月
二

一
日
未
明
、
中
野
以
下
三
九
名
の
東
方
同
志
会
会
員
が
～
斉
検
挙
さ
れ
、
東
方
会
は
壊
滅
的
打
撃
を
被
っ
た
。
中
野
は
特
高
警
察
か
ら
憲
兵
隊

へ
と
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
た
あ
と
、
一
〇
月
二
六
日
に
釈
放
さ
れ
る
が
、
そ
の
夜
遅
く
劇
的
な
割
腹
自
殺
を
遂
げ
た
。
彼
の
死
と
と
も
に
東
方

会
そ
の
も
の
の
運
命
も
つ
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
記
念
す
べ
き
「
南
進
断
行
」
の
日
か
ら
数
え
て
二
年
と
た
た
ぬ
う
ち
に
東
方
会
は
解
体
に
お

い
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
方
会
に
と
ど
め
を
さ
し
た
の
は
、
彼
ら
が
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
「
南
進
」
を
断
行
し
た
当
の
東
条
英
機
そ

の
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
の
意
味
で
上
方
会
を
敗
北
に
追
い
や
っ
た
の
は
他
で
も
な
い
、
中
国
大
陸
の
大
地
と
太
平
洋
の
海
上
で

無
残
な
敗
北
を
重
ね
て
い
た
そ
の
大
ア
ジ
ア
主
義
の
政
治
理
念
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

①
　
全
国
支
部
長
会
議
（
｝
九
四
九
年
4
月
1
3
窺
）
は
本
部
の
愈
愈
を
追
認
し
た

　
（
『
特
高
月
報
』
　
九
三
九
・
4
　
八
一
頁
）
。

②
　
新
綱
領
の
原
案
は
社
大
・
東
方
合
同
新
党
の
綱
領
案
と
し
て
東
方
会
が
用
意
し

　
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
全
体
主
義
国
家
経
済
政
策
を
整
備
し
」
と
あ
っ

　
た
部
分
が
、
決
定
さ
れ
た
新
綱
領
で
は
「
皇
道
国
家
経
済
体
制
を
整
備
し
」
と
改

　
め
ら
れ
た
。

③
　
古
参
代
議
士
に
か
わ
っ
て
東
方
会
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
前
記
三
田
村
の
ほ

　
か
長
年
東
方
会
の
実
務
部
門
を
担
当
し
て
ぎ
た
進
藤
一
馬
・
関
山
茂
太
郎
や
中
野

　
の
勧
め
で
新
聞
記
者
を
や
め
て
専
従
に
な
っ
た
長
谷
川
峻
・
永
田
正
義
と
い
っ
た

　
人
々
で
あ
る
。
な
お
こ
の
時
選
ば
れ
た
本
部
員
中
に
は
花
田
清
輝
の
名
も
み
い
だ

　
せ
る
。

④
　
「
運
動
方
針
要
綱
」
　
『
特
高
刃
報
』
一
九
三
九
・
5
　
醐
三
頁
。

⑤
　
そ
の
具
体
例
を
あ
げ
て
お
く
と
、
戦
時
農
村
強
化
法
制
定
要
求
運
動
、
肥
料
対

　
策
要
求
陳
惰
署
名
運
動
、
全
耕
地
自
作
農
化
要
求
運
動
、
休
閑
地
利
用
促
進
運
動

　
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
曝
農
連
が
主
体
と
な
っ
て
行
な
っ
た
も
の
で

　
あ
る
。

⑥
　
「
運
動
方
針
要
綱
」
　
『
特
高
月
報
』
一
九
三
九
・
5
　
四
三
頁
。

⑦
六
－
上
月
の
三
ケ
月
問
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
6
0
回
近
い
集
会
が
開
か
れ
た
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（
『
特
｛
尚
月
報
』
｝
九
三
九
・
6
、
同
9
、
『
思
想
月
報
』
六
四
、
囁
六
五
号
所
載
の
．

　
官
憲
報
告
に
よ
る
）
。

⑧
「
浅
間
丸
事
件
を
め
ぐ
る
国
家
主
義
団
体
の
動
向
」
（
『
思
想
月
報
』
六
入
興

　
四
四
頁
）
。

⑨
「
東
方
会
全
体
会
議
決
議
」
（
『
特
高
月
報
』
一
九
四
〇
・
5
五
七
頁
）
。

⑩
同
前
一
九
四
〇
・
7
四
〇
頁
。

⑪
　
中
野
の
一
〇
・
二
〇
年
代
の
外
交
論
に
つ
い
て
は
木
坂
順
｝
郎
「
中
野
正
矧
論
」

　
e
・
¢
⇒
（
『
龍
谷
法
学
』
三
一
二
、
六
一
一
）
に
詳
し
い
。

⑫
　
一
九
四
〇
年
末
現
在
で
、
青
年
隊
隊
員
数
は
六
六
〇
〇
を
こ
え
、
全
党
員
数
の

　
％
に
及
ん
で
い
る
（
『
社
会
運
動
の
状
況
』
一
九
四
〇
に
よ
る
）
。

⑬
　
一
九
四
〇
年
六
月
四
日
に
近
衛
文
麿
は
新
党
談
話
を
発
表
し
た
が
、
中
野
は
八

　
日
に
近
衛
に
会
い
、
新
党
へ
の
協
力
と
参
加
を
衷
明
し
た
う
え
、
末
次
、
橋
本
へ

　
の
説
得
役
を
ひ
ぎ
う
け
た
（
『
東
朝
』
一
九
四
〇
　
6
・
9
）
。
中
野
は
新
体
鋼
に

　
大
い
に
乗
り
気
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

⑭
　
　
『
特
高
月
報
』
一
九
四
〇
・
8
　
五
八
頁
。
悶
二
九
四
〇
・
1
0
　
七
九
頁
。
な

　
お
東
方
会
の
解
党
に
先
立
っ
て
臼
農
連
系
の
饗
昆
組
合
も
あ
い
つ
い
で
解
窮
し
た

　
（
同
前
一
九
瞑
○
・
1
0
　
一
〇
三
一
　
〇
四
頁
）
。

⑮
中
野
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
近
衛
公
爵
の
理
念
は
旧
体
制
を
破
壊
し
、
旧
人

　
物
を
一
掃
し
、
新
興
気
鋭
の
純
真
分
子
を
中
核
と
し
て
、
新
時
代
を
建
設
せ
ん
と

　
す
る
の
で
な
い
」
と
（
「
蒔
論
」
『
東
大
陸
』
一
九
圏
一
・
1
）
。

⑯
　
三
田
村
武
夫
「
新
政
治
体
制
案
」
　
（
内
外
社
会
間
題
調
査
所
『
内
外
社
会
問
題

　
調
査
資
料
』
四
三
七
号
　
一
九
頁
）
。

⑰
赤
木
車
留
喜
「
國
民
再
組
織
」
（
前
掲
『
近
衛
新
体
倒
の
研
究
』
五
五
頁
）
。

⑱
『
東
朝
』
一
九
四
〇
9
・
1
4
、
1
0
・
2
4
。

⑲
　
東
方
会
が
発
表
し
た
「
経
済
革
新
基
本
要
綱
」
　
（
中
野
正
善
『
難
局
突
破
の
指

　
標
』
一
九
田
一
年
）
は
「
一
律
的
に
民
営
国
営
を
称
し
、
国
策
会
社
へ
の
一
元
大

　
合
同
を
叫
び
、
形
式
的
唯
物
的
強
権
支
配
の
進
出
に
の
み
没
頭
す
る
が
繋
ぎ
は
、

　
非
常
時
日
本
の
生
産
力
を
全
面
的
に
萎
縮
せ
し
め
、
失
業
者
を
路
傍
に
放
出
す
る

　
所
以
に
し
て
、
小
児
病
的
左
翼
理
論
の
現
実
暴
露
に
外
な
ら
ず
、
断
乎
と
し
て
之

　
を
排
撃
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
基
本
要
綱
」
に
対
し
、
大
阪
の
あ
る

　
財
界
人
は
「
実
際
的
で
現
存
の
機
構
を
壊
す
よ
う
な
憂
え
の
な
い
説
」
と
全
面
的

　
な
賛
意
を
表
し
て
い
る
（
政
経
懇
話
会
編
『
日
米
危
機
と
そ
の
見
透
し
』
一
九
四

　
一
年
所
収
の
中
野
と
大
阪
財
界
人
の
座
談
会
記
録
に
よ
る
。
同
書
六
五
頁
）
。

⑳
⑳
⑳
　
『
特
高
月
報
』
上
か
ら
一
九
四
一
・
3
　
四
二
頁
。
同
年
・
5
　
五
四
頁
。

　
同
年
・
1
1
　
五
。

⑳
　
た
と
え
ば
首
都
圏
で
は
六
月
末
か
ら
七
月
中
旬
の
間
に
か
け
て
延
べ
3
5
園
に
わ

　
た
る
演
説
会
が
開
か
れ
た
　
（
東
方
会
機
関
紙
『
東
方
時
報
』
　
　
九
四
㎝
　
7
・

　
2
0
）
。

⑳
　
た
と
え
ば
一
九
膨
二
年
一
月
一
〇
型
付
東
方
青
年
隊
「
昭
和
　
七
年
度
活
動
方

　
針
」
は
「
政
治
、
経
済
、
そ
の
他
各
断
面
に
現
わ
れ
て
来
る
諸
欠
陥
を
是
正
し

　
て
、
建
設
的
に
善
導
す
る
こ
と
は
銃
後
を
確
保
す
る
た
め
是
非
実
践
さ
れ
ね
ば
な

　
ら
ぬ
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
特
高
月
報
』
一
九
四
二
・
1
　
二
八
頁
）
。

⑮
　
一
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
一
九
四
二
年
九
月
の
講
演
会
で
中
野
は
「
現
下
の
統

　
制
経
済
は
麟
罠
の
実
生
活
と
遊
離
し
、
　
（
略
）
大
資
本
と
官
憲
と
の
合
体
よ
り
成

　
る
最
悪
な
る
統
制
経
済
な
り
」
と
述
べ
　
（
『
特
高
月
報
』
　
一
九
四
二
・
9
　
三
六

　
頁
）
、
三
田
村
は
翌
年
一
月
の
明
方
問
志
会
員
の
集
会
で
「
現
下
の
状
態
は
絶
対

　
に
戦
争
必
勝
の
世
の
姿
で
は
な
い
」
　
「
現
在
の
様
な
政
治
は
速
や
か
に
切
換
え
な

　
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（
同
前
～
九
十
三
・
1
　
三
二
頁
）
。
な
お
中

　
野
が
『
東
朝
』
一
九
四
三
　
1
・
1
に
寄
せ
た
「
戦
時
宰
相
論
」
が
東
条
を
激
怒

　
さ
せ
、
発
禁
に
処
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

㊧
　
中
野
の
反
東
条
工
作
に
つ
い
て
は
、
中
野
泰
雄
前
掲
書
⑯
第
六
部
に
詳
し
い
。

⑳
大
石
喬
氏
の
談
話
（
｝
九
七
七
年
1
0
月
1
8
日
掛
に
よ
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

東方会の展開（永井）

　
既
述
の
と
お
り
、
本
稿
は
拙
稿
「
東
方
会
の
成
立
」
と
あ
わ
せ
て
、
中
野
派
の
民
政
党
騰
党
に
は
じ
ま
り
、
策
条
内
閣
と
の
抗
争
に
お
わ
る

東
方
会
の
全
史
を
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
組
織
壊
滅
に
い
た
る
最
後
の
段
階
に
つ
い
て
略
述
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
う
え
、

資
金
関
係
や
軍
部
と
の
関
係
、
さ
ら
に
他
の
右
翼
や
既
成
政
党
と
の
対
比
な
ど
幾
多
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
少
な
く
と
も
東
方
会
の
組
織
・
運
動
・
政
策
の
主
要
な
側
面
に
関
し
て
は
充
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
三
〇
年
代
政
治
過
程
の
大
面
の
な
か
に
も
ど
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
東
方
会
な
ど
は
ま
こ
と
に
反
た
る
存
在
で
し
が
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
が
現
実
の
政
治
過
程
を
大
き
く
左
右
し
た
こ
と
な
ど
一
度
と
し
て
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
だ
け
の
勢
力
を
築
き
あ
げ
る
だ
け
の

力
も
も
た
な
か
っ
た
。
東
方
会
が
実
際
に
は
た
し
た
役
割
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
e
早
く
か
ら
統
糊
経
済
論
を
提
嘱
し
て
そ
の
島
伝
に
つ
と
め
、

国
家
独
占
資
本
主
義
期
の
経
済
政
策
の
定
着
・
流
布
に
一
役
買
っ
た
こ
と
　
⇔
大
ア
ジ
ア
主
義
を
鼓
吹
し
て
、
民
衆
を
煽
動
し
、
好
戦
的
「
世

論
」
形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
、
殊
に
日
中
戦
争
の
対
外
硬
運
動
は
閾
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
国
策
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
二
つ

が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
東
方
会
は
同
様
な
多
く
の
勢
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
働
い
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
東
方
会
だ
け
の
「
功
績
」

に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
方
会
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
か
ら
も
っ
と
も

影
響
を
う
け
た
政
党
だ
っ
た
と
い
う
ご
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
、
彼
等
が
も
っ
と
も
肝
銘
を
う
け
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
も
つ

「
革
命
性
」
つ
ま
り
社
会
の
最
下
層
よ
り
起
っ
て
、
不
断
の
闘
争
を
継
続
し
、
つ
い
に
全
政
治
体
制
を
転
換
さ
せ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
と
い
う
点

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
影
響
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
よ
り
も
む
し
ろ
活
動
形
態
に
も
っ
と
も
強
く
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
「
革
命
性
」
（
む
し
ろ
正
し
く
は
「
急
進
性
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
）
へ
の
感
応
ヵ
は
す
で
に
中
野
等
が
護
憲
運
動
や
普
選
運
動

に
挺
身
し
た
時
に
も
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
感
性
は
広
く
都
市
中
間
層
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
一
部
－
彼
ら
は
国

民
の
政
治
的
発
言
権
の
拡
大
を
主
張
す
る
こ
と
で
官
僚
勢
力
と
は
一
定
の
対
立
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
対
外
硬
と
い
う
面
で
は
む
し
ろ
そ
れ
ら
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を
凌
駕
し
か
ね
な
い
面
を
も
つ
一
に
通
有
の
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
野
を
は
じ
め
と
す
る
東
方
会
A
グ
ル
ー
プ
の
動
向
は
、
一

〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
初
期
に
は
護
憲
運
動
や
普
選
運
動
の
周
辺
に
結
集
し
た
こ
れ
ら
の
勢
力
が
、
三
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
は
何
を
軸
に

政
治
表
現
を
行
な
お
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
変
化
を
良
く
示
し
て
い
る
。
た
だ
＝
乱
し
て
お
け
ば
、
そ
の
政
治
的
表
現
の
内
容
は
変
化
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

彼
等
の
政
治
的
行
動
の
パ
タ
ー
ン
　
　
国
民
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
自
己
を
規
定
し
、
よ
り
下
願
の
労
働
者
・
農
民
大
衆
に
対
し
て
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

動
向
を
鋭
敏
に
感
じ
と
っ
て
、
そ
の
要
求
の
吸
収
と
緩
和
に
つ
と
め
、
よ
り
上
気
の
政
治
的
指
導
者
層
に
対
し
て
は
「
世
論
」
の
名
の
も
と
に

様
々
な
要
求
や
圧
力
を
加
え
て
い
く
一
は
少
し
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
旧
左
翼
が
東
方
会
を
選
び
、
そ
の
中
で
一
定
の
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
、
実
際
に
ま
た
あ
る
程
度
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
か
か
る
「
急
進
性
」
に
そ
の
一
因
を
求
め
う
る
。
な
お
、
旧
左
翼
、
と
く
に
旧
全
農
グ
ル
ー
プ
の
転
向
に
つ
い
て
指
摘
し
て

お
く
な
ら
ば
、
彼
等
が
い
ず
れ
も
合
法
大
衆
運
動
の
現
場
指
導
老
で
あ
り
、
大
衆
組
織
と
の
関
係
を
断
ち
切
れ
な
い
層
に
属
す
る
活
動
家
だ
っ

た
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
政
党
の
指
導
部
ク
ラ
ス
や
イ
ン
テ
リ
層
と
は
異
な
る
特
殊
性
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
等
の
行

動
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
鍵
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
前
論
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
東
方
会
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
天
皇
欄
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
一
括
さ
れ
て
い
る
政
治
体
制
の
な
か
で
、
東
方
会
が
そ
の
一
構
成
要
素
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り
否
定
で
き
な
い
。
と
同
時
に
彼
等

が
最
後
ま
で
権
力
の
中
枢
か
ら
疎
外
さ
れ
、
官
僚
勢
力
と
一
定
の
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
　
日
本
の
場
合
特
微
的
な
の
は

「
党
」
の
不
在
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
た
ん
な
る
偶
然
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
構
造
的
に
「
党
」
の
存
在
が
不
可
能
に
さ
れ

て
い
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
方
会
の
政
治
理
念
の
う
ち
に
は
未
熟
な
形
で
は
あ
れ
、
こ
の
不
在
を
埋
め
う
る
か
も
し
れ
な
い
方
向

が
内
包
さ
れ
て
い
た
が
、
　
こ
の
構
造
的
な
規
制
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
発
展
す
る
可
能
性
は
客
観
的
に
も
主
体
的
に
も
封
じ
ら
れ
て
い
た
。

「
党
」
の
不
在
は
、
様
々
な
方
向
を
も
つ
国
民
的
諸
階
級
・
諸
階
層
の
政
治
意
志
の
ベ
ク
ト
ル
を
、
強
力
な
政
治
的
指
導
性
に
よ
っ
て
束
ね
て

い
く
こ
と
の
欠
如
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
す
で
に
天
皇
欄
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
万
邦
無
比
」
の
規
制
力
が
あ
り
、
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そ
の
下
で
官
僚
、
と
く
に
帝
国
主
義
的
対
外
侵
略
政
策
の
実
行
者
と
し
て
圧
倒
的
優
位
を
保
持
し
え
た
軍
部
官
僚
が
、
束
ね
ら
れ
た
国
民
的
諸

階
級
・
諸
階
層
の
政
治
意
志
の
総
和
を
一
定
の
方
向
へ
遵
い
て
い
け
ば
事
足
り
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
火
阪
市

号
）

　
付
記

　
小
論
執
筆
に
際
し
、
快
く
聞
き
と
り
に
応
じ
ら
れ
た
木
村
武
雄
・
進
藤
一
馬
両
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
貴
重
な
資
料
文
献
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

種
々
御
教
示
を
給
わ
っ
た
高
橋
勝
三
、
中
野
泰
雄
、
大
石
禰
、
田
中
真
人
、
安
藤
福
平
、
岩
村
登
志
夫
、
古
屋
哲
夫
、
松
尾
尊
禿
の
各
民
お
よ
び
升
味
準
之
輔
、

有
馬
学
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
内
政
史
研
究
会
の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
社
大
党
と
東
方
会
の
合
同
問
題
に
つ
い
て
は
最
近
成
田
喜
一

郎
氏
が
「
社
会
大
衆
党
に
お
け
る
『
新
党
運
動
』
」
　
（
『
歴
史
評
論
』
三
四
二
号
）
を
発
表
さ
れ
た
。
す
で
に
拙
稿
脱
稿
後
で
あ
っ
た
の
で
、
残
念
が
ら
参
照
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

東方会の展開（永井）
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The　Development．　of　the　Toho－Kai（東方会）

by

Kazu　／Nagai

　　The’　Toho－Kai　was　one　of　the　Japanese　na’tionalist　Parties　in　the’　30’s．

The　principal　aim　of　this　article　is　to．examine　．the’inoVe’rrient　ef　the

parfy　from　1937　to　i941．　lt　was　founded　iA’1936　by　several　members

of　the　Diet　who　had　belonged　to　the　progressive　group　of　the　．Minsei－

To（民政党）jn　the　20’s。　In　the　period　of　the‘Manchurian　cricis’they

broke　away　from　it　and　came　to　advocate　social－natoinallsm　inStead　of

their　former　parliamentalism．　Stimulated　by　the　military　revolt　2n　Feb．

！936，　they　forrned・a　small　party．　They　were　also　一Much　infiuencd　by

European　fascism，　especially　by　the　Nazis．

　　Under　the　Sino－Japanese　War　．Toho－kai　asserted　that　it　was　the　‘sa－

cred　mission　’　of　Japan　to　‘　liberate　’　China　from　European　imperialism

and　set　up　‘New　Order’　in　the　West　Asia．　lt　inspired　anti－Brltish

feeling玉nto　the　people　aエ1d　called　enthusiastically　for　the　military　alli・

ance　with　Germany　and　ltaly．　After　the　outbreak　of　the　War　1n

Europe，　it　came　to　demand　occupying　lndo－China　and　lndonesia　qnd　sogght

to　mobilize　public　opjniQn　to　put　pressure　upon　the　government．　Th・r－

ough　a　series　of　the　chauVinistic　mbvements　Tdho－Kai　grew　into　’the

one　of　the　largest　parties　in　the　Right　wing．

　　There　was　another　factor　in　’this　developmeiit．’It　was　the　infiow

of　many　‘converts’　into　the　party，　from　proletarian　movements　after

the‘Jinmin・Sensen　Incident’（人民戦線事件）・the／：．．supPression　to　Japanese

anti－fascism　movemeBts．　lt　was　characteristie　of’・Toho－Kai　holding

many　former．　leftists　in　its　members．　ln　Feb． 1939　it　attempted　to

unite　with．‘Shakai－T3ishu．To’（社会大衆党），的奪：only　l‘emainin9　social－

ist　’oarty　under　the　Sino－Japanese　war．　Though．’this　attempt　bnded　in

failure，　it　indicated　．that　Toho－Kai　inade　it／’ Dits，　tactics　to　absorb

socialis亡s　who　were　in　confusion　and　disorder　ill　th6　war　time．
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